
１　学習の到達目標

２　学習の計画 ※学習項目の◇は古文、◆は漢文を表す。

10 ・「生ひ立たむ……」と「初草の……」の歌
について、「若草」「露」「初草」が何をたと
えているか、それぞれの歌は何を訴えよう
としているか、説明する。
・光源氏は「女子」のどこに興味をひかれ
ているのか、説明する。

・古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて、体系的にまとめ
る。

期末考査
・発表
・授業に参加する積極
性
・漢字テスト
・課題
・定期考査

物語

句法

読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉
えている。［Ａ⑴イ］

史伝 ◆『史記』
　「鴻門之会」
～剣舞～
～頭髪上指す～

・項羽が范増の指示に応じなかった理由を
考える。
・樊噲の演説を聞いてそれに答えなかった
項羽の心情を考える。
・劉邦が脱出した後の項羽と范増の心情
を、劉邦からの献上品に対するそれぞれ
の態度を踏まえてまとめる。

・「読むこと」において、文章の
構成や論理の展開、表現の仕
方について、書き手の意図と
の関係において多面的・多角
的な視点から評価している。
［B⑴エ］

・この文章で批判されているのは鄭人のど
のような態度か考える。
・「江南」「橘」「江北」「枳」は、それぞれ何
をたとえているのか、考える。

・古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて、体系的にまとめ
る。

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に
捉えている。［Ａ⑴イ］

古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。［⑵
イ］

8 資料編

◇『源氏物語』
「小柴垣のもと」

◆句法
「仮定」「比較」「選択」
「限定」「累加」「抑揚」
「願望」「倒置」

11

6 故事

・「あさみどり……」の歌について現代語訳
し、この歌が「鳥飼」という題の歌であると
言えるのはどうしてか、説明する。
・「二間ばかり積みてぞおきたりける」と
は、何がどのような様子であるというの
か、説明する。

・古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて、体系的にまとめ
る。

・発表
・授業に参加する積極
性
・漢字テスト
・課題
・定期考査

4

古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。［⑵
イ］

9 「読むこと」において、古典の
作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりし
ている。［Ａ⑴オ］

思想 ◆『老子』「無用之用」
◆『孟子』「性善」
◆『荀子』「性悪」

・儒家（孔子・孟子・荀子）と道家（老子・荘
子）では、それぞれ人間が生きていくうえ
でどのようなことに重きを置いているか、
考える。

『体系古典文法　九訂版』・『体系漢文　三訂版』（数研出版）
『体系漢文準拠ノート』（数研出版）
『読んで見て聞いて覚える　重要古文単語315　四訂版』（桐
原書店）
『３ステップオリジナル問題集　錬成　古典』（尚文出版）
『新訂総合国語便覧』（第一学習社）　）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けることができるようにする。
また、古典を通した先人のものの見方に触れ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

月 育成する資質能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

7 「読むこと」において、古典の
作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりし
ている。［Ａ⑴オ］

物語 ◇『源氏物語』
「光源氏誕生」

5

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に
捉えている。［Ａ⑴イ］

・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。［⑵
イ］

◆「語順」「再読文字」
「否定」

令和7年度　国語科「古典探究」　シラバス　

学科・学年・学級

副教材等

3

「古典探究　古文編」　「古典探究　漢文編」（数研出版）

単位数

教科書

普通科・２学年・A～G

・帝が「桐壺の更衣」を寵愛することに対し、ま
わりの人々はどう思ったか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」とに対する帝の
接し方の違いを説明する。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の人物像につ
いて考える。

◇鳥飼の院（大和物
語）

資料編

歌物語

◆『韓非子』「買履忘
度」
◆『説苑』
「江南橘為江北枳」

中間考査

◆句法
「使役」「受身」「仮定」
「疑問」「反語」「詠嘆」



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

・項羽は敗戦の原因をどのように考えてい
るか、詩の一句目と二句目の表現を踏ま
えて考える。

・本文を「出来事」「事後の公任の感想」
「語り手の感想」の部分に分ける。
・「かばかりの詩……まさりなまし」という言
葉が発せられた理由について説明する。

・作者は和歌をどのようなものととらえてい
るか、その本質と効用に分けて整理する。
・作者は六歌仙の歌をそれぞれどのように
たとえて評価しているか、整理し、考える。

2

1 古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。［⑵
イ］

資料編 ◆最重要語
◆前置詞

・古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて、体系的にまとめ
る。

　古典は、日本古来の言語文化に触れながら、それらを形作ってきた人間存在の本質を学ぶ科目です。先人たちの考え方を理解し、そのうえで現
代との共通項を見出したり、違いを明らかにしたりすることは、皆さん自身の人生を豊かなものにしていくことでしょう。授業を通して、教科書や副
教材を自分で読み込んでいく力もつけていきます。単に定められた範囲を暗記するのではなく、学習内容や学習方法を広く展開し、応用していく姿
勢を身につけてほしいと思います。また、予習指示がある場合は、必ず済ませて授業に臨みましょう。

※『体系漢文準拠ノート』（数研出版）は毎回定期試験に出題します。（別紙参照）
※昨年度同様、古文単語テスト を１０回分実施します。
※学習計画及び評価方法等に変更が生じる場合は、事前に口頭もしくは文書で案内します。連絡に注意してください。

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。［⑵
イ］］

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に
捉えている。［Ａ⑴イ］

3 期末考査

◇『古今和歌集』「仮名
序」

12

主体的に学習に取り組む態度
言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを広げたり深めたりしながら、
言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進んで古典に親しみ、言葉を効果
的に使おうとしている。

知識・技能
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統
的な言語文化に対する理解を深めることができるようにしている。

思考・判断・表現
「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を
伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしている。

◇『大鏡』
「雲林院の菩提講」
「三船の才」

 

和歌・歌謡・俳
諧

史伝

歴史物語

中間考査

◆『史記』
「四面楚歌」

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に
捉えている。［Ａ⑴イ］



１　学習の到達目標

２　学習の計画 ※学習項目の●は論理国語、〇は文学国語を表す。

・「私（先生）」のＫに対する心情を整理す
る。
・Ｋが用いた「覚悟」という言葉を「私」はど
のように解釈しているかを時間の経過に
従って整理する。

12  中間考査

10 ・主張とその前提や反証など
情報と情報との関係について
理解を深めている。［⑵ア］

考えの表出 ●「空気」と「世間」
●「世間」とは何か

・《「空気」と「世間」》と《「世間」とは何か》か
ら「世間」と「社会」の意味を十分に理解し、
「ダブルスタンダードを生きる」ことのよしあ
しについて考えることができている。

・発表
・授業に参加する積極
性
・漢字テスト
・課題
・定期考査

11 ・人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効
用について理解を深めてい
る。［⑵イ］

大正の小説 〇「こころ」

期末考査

８
９

7 ・「読むこと」において、文章の
構成や論理の展開、表現の仕
方について、書き手の意図と
の関係において多面的・多角
的な視点から評価している。
［B⑴エ］

具体と抽象 ●「手の変幻」 ・文章中の抽象的な表現の内容を踏まえ、
筆者の「芸術」についての考え方に対する
自分の考えを述べる。
・逆説的な表現の内容を理解する。

6 ・文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開、描写の仕方な
どを的確に捉えている。［Ｂ⑴
ア］
・粘り強く『山月記』と『人虎伝』
の差異を見極め、学習課題に
沿って考察しようとしている。

〇「山月記」 ・本文全体から、虎になる前の李徴の人柄
を整理する。
・李徴自身は、自分が虎になったのはなぜ
だと考えているかをまとめる。
・作者がこの作品を人間が虎になるという
設定にしたのはなぜかを考える。
・「山月記」とその典拠となった「人虎伝」の
内容上の違いを探る。

中間考査

5 ・人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効
用について理解を深める。
・作品の内容や解釈を踏まえ、
人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方
を深める。

昭和中期の小
説

〇「鞄」 ・いわゆるリアリズム小説とは異なる物語
世界の描かれ方に、関心をもっている。
・作品の寓意と「自由」について考えたこと
を説明している。

4 「読むこと」において、設定した
題材に関連する複数の文章や
資料を基に、必要な情報を関
係付けて自分
の考えを広げたり深めたりして
いる。［B⑴キ］

具体と抽象 ●「具体」から「抽象」へ ・言葉の性質についての筆者の考えを読
み取る。
・筆者の主張を踏まえ、事物を抽象的にと
らえることの利点がわかる具体的事例を日
常生活の中から考える。

・発表
・授業に参加する積極
性
・漢字テスト
・課題
・定期考査

●「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤とし、主として「思考力・判断力・表現力等」の創造的・論理的思考の側面の力
を育成する科目として、実社会において必要となる、論理的に書いたり批判的に読んだりする資質・能力を育成する。【論理国語】
〇「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤とし、主として「思考力、判断力、表現力等」の感性・情緒の側面の力を育成す
る科目として、深く共感したり豊かに想像したりして、書いたり読んだりする資質・能力を育成する。【文学国語】

月 育成する資質能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

令和7年度　国語科「総合国語α」　シラバス　

単位数 2 学科・学年・学級 普通科・２学年・A～G

教科書 「精選　論理国語」「文学国語」（数研出版） 副教材等

「精選　論理国語」「文学国語」（数研出版）
「入試頻出漢字＋現代文重要語彙TOP2500」（いいずな書店）
「大学入学共通テスト実践演習　論理国語・文学国語編」（数
研出版）
「新訂　総合国語便覧」（第一学習社）



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

　昨年１年間皆さんと関わる中で、国語を暗記科目としてとらえ、プリントや授業ノートを覚えることで考査を乗り切ろうとしている人が多いと感じてい
ます。漢字や文法事項等、暗記が必要な学習もありますが、国語の学習の本質は思考して表現することにあると考えています。「著者がこの言葉を
選択した意図は何か。」「著者の主張は本当に妥当なのか。」等、題材をきっかけに思考を広げ、他者と共有していくことが、変化の多い社会を正し
く生き抜く力につながっていくことでしょう。だからこそ、日々の授業に積極的に取り組むことを期待します。

※「総合国語α」とは、「論理国語」「文学国語」という２つの科目を学習する市千葉高校の独自の科目です。
※年間を通して１０回漢字テストを実施します。
※「大学入学共通テスト実践演習　論理国語・文学国語編」は定期試験に出題する可能性があります。授業では扱いませんので、家庭学習に活用
してください。
※皆さんのニーズを見ながら、予定を変更することもあります。

知識・技能

　・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとしている。【論理国語】
　・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言
語文化に対する理解を深めようとしている。【文学国語】

思考・判断・表現

・「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、
創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにしている。【論理国語】
・「書くこと」、「読むこと」の各領域において、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしている。【文学国語】

主体的に学習に取り組む態度

　・言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを広げたり深めたりしなが
ら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進んで読書に親しみ、言葉を効
果的に使おうとしている。【論理国語・文学国語】

3 期末考査

2 ・言葉には、言葉そのものを認
識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを
理解している。［⑴ア］

考えの表出 〇「いき」の美学 ・筆者が述べる「二重構造」「いき」の内容
を理解したうえで、現代の日本人の美意識
について自分の考えを論じている。

1 ・「読むこと」において、作品の
内容や解釈を踏まえ、人間、
社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深
めている。［Ｂ⑴カ］

文学評論 〇「文学のふるさと」 ・１年次に言語文化で学習した「芥川」を含
む、本文にあげられた三つの物語につい
て、筆者はどのような点に着目しているか
をそれぞれまとめる。
・「そこでは、モラルがない、ということ自体
がモラルなのだ」「むごたらしいこと、救い
がないということ、それだけが、唯一の救い
なのであります」「ふるさとは我々のゆりか
ごではあるけれども、大人の仕事は、決し
てふるさとへ帰ることではない」とはどうい
うことかを、それぞれ説明する。
・筆者は「文学のふるさと」をどのようなも
のとしてとらえ、文学をどう扱っていかなけ
ればならないと考えているかをまとめる。

・「読むこと」において、語り手
の視点や場面の設定の仕方、
表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈して
いる。［Ｂ⑴イ］

大正の小説 〇「こころ」 ・Ｋの自殺を発見したときの「私」の心情と
行動はどのようなものだったかをまとめる。
・Ｋの手紙の内容をまとめ、Ｋの自殺の理
由を考える。
・反自然主義、余裕派・高踏派等の、文学
史的知識を身につける。



１　学習の到達目標

２　学習の計画 ※学習項目の〇は論理国語、●は文学国語、◇は古文、◆は漢文を表しています。
月

 

  前期期末テスト

前期中間テスト

7

8
9

・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確に
捉えている。（B(1)ア）

現代の小説 ●「鏡」
（村上春樹）

・恐怖体験の一つとして語られる、幽霊でも超常
現象でもない、人の内面に潜む恐怖とは何かを読
み解く。
・小説という文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などを的確に捉える。
＊クロスカリキュラム実施予定

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題

「読むこと」において、古典の作
品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広

げたり深めたりしている。［Ａ⑴

オ］

物語 ◇「源氏物語」
　　光源氏誕生

・帝が「桐壺の更衣」を寵愛することに対し、ま
わりの人々はどう思ったか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」とに対する帝の
接し方の違いを説明する。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の人物像につい
て考える。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

句法 ◆句法
「使役」「受
身」「仮定」
「疑問」「反
語」「詠嘆」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて、体系的にまとめる。

4

５

６

・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えてい

る。［Ａ⑴イ］

歌物語 ◇「大和物語」
　鳥飼の院

・動詞や助動詞を確認する。
・当時の和歌というものの意義・重
　要性を確認する。
・掛詞をはじめとした、和歌の修辞
　技法を確認する。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

句法 ◆句法
「語順」
「再読文字」
「否定」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて、体系的にまとめる。

・時間の経過による言葉の変化
や、古典が現代の言葉の成り立ち
にもたらした影響について理解を

深めている。［⑵ウ］

故事 ◆『説苑』
「江南橘為江北
枳」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・「江南」「橘」「江北」「枳」は、それぞれ何
をたとえているのか、考える。

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題

・「読むこと」において、設定し
た題材に関連する複数の文章や資
料を基に、必要な情報を関係付け
て自分
の考えを広げたり深めたりしてい

る。［B⑴キ］

具体と抽象 〇「具体」から
「抽象」へ

・言葉の性質についての筆者の考え
　を読み取る。
・筆者の主張を踏まえ、事物を抽象
　的にとらえることの利点がわかる
　具体的事例を日常生活の中から考
　える。

○「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤とし、主として「思考力・判断力・表現力等」の創造的・論理的
思考の側面の力
　を育成する科目として、実社会において必要になる、論理的に書いたり批判的に読んだりする資質・能力を育成する。
●「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤とし、主として「思考力・判断力・表現力等」の感性・情緒の側
面の力を育成す
　る科目として、深く共感したり豊かに想像したりして、書いたり読んだりする資質・能力を育成する。
◇◆生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につける。

育成する資質能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

教科書

○『精選　論理国語』（数研出版）
●『文学国語』（数研出版）
◇『古典探究　古文編』（数研出版）
◆『古典探究　漢文編』（数研出版）

副教材等

○●◇◆『新訂　総合国語便覧』（第一学習社）
○●『三訂版　ＴＯＰ2500』（いいずな書店）
◇『体系古典文法　九訂版』（数研出版）
◆『体系漢文　三訂版』（数研出版）
◇『重要古文単語315』（桐原書店）
○●「大学入学共通テスト実践演習　論理国語・文学国語編」（数
研出版）
◇◆『３ステップオリジナル問題集　錬成　古典』（尚文出版）

令和7年度　国語　「理数国語α」　シラバス

単位数 4 学科・学年・学級 理数科・２学年・Ｈ組



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に判断する。

　「国語」の、特に「現代文」は、覚える科目ではなく、考える科目です。著者が、その著作の中で、自分の主張を伝えるのに最適と判
断した一単語一単語に対して、徹底的に着目していく習慣を身につけましょう。その単語が選択されたことには必ず理由があり、その理
由を考えていくことこそが、著者の主張に迫っていくための最良の方法となります。もちろん、漢字や文法事項、文学史など、テクスト
を正確に読むために、最低限、覚えるという必要性もあります。ただ、何よりも大切なことは、一つでも多くの著者の主張に触れ、考え
ることを重ねることです。こうすることによって、皆さんは、「批判的な眼」を持つことができ、危険なこともあるこの社会において、
よりよく生きていけるようになるのです。「古文」と「漢文」は、「現代文」と比較すれば、文法、単語、句法、歴史など、古典常識を
覚えることが必要になります。ただ、そうは言っても、やはり大切なことは、考えること、そして、その大前提として、感じることで
す。
※年間を通して、漢字テスト・古文単語テストを１０回実施します。
※「大学入学共通テスト実践演習　論理国語・文学国語編」（数研出版）・『体系漢文準拠ノート』（数研出版）　は、改題して定期試
験に出題します。
※皆さんのニーズを見ながら、より適切な場合には、予定を変更することもあります。

後期期末テスト

知識・技能

○実社会に必要な国語の知識や技能を身につけようとしている。
●生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めようとしている。
◇◆生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めようとして
いる。

思考・判断・表現

○「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関
わりの中で伝
　え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりしている。
●「書くこと」、「読むこと」の各領域において、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養
い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりしている。
◇◆「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの
の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりしている。

主体的に学習に取り組む態度

○●言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを拡げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとし
ているとともに、進んで読書に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。
◇◆言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを拡げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとし
ているとともに、進んで古典に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。

後期中間テスト

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題「読むこと」において、文章の種

類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えてい

る。［Ａ⑴イ］

歴史物語 ◇『大鏡』
「雲林院の菩提
講」
「三船の才」

・和漢混淆文の訓読に慣れる。
・「忠度」と「俊成卿」の、和歌や約束に対して
の強
　い思いを考える。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

語法 ◆最重要語
◆前置詞

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて、体系的にまとめる。

1

2

3

・人間、社会、自然などに対する
　ものの見方、感じ方、考え方を
　豊かにする読書の意義と効用に
　ついて理解を深める。
・語り手の視点や場面の設定の仕
　方、表現の特色について評価す

大正の小説 ●「こころ」
　（夏目漱石）

・「私」と「Ｋ」の、心情の推移を踏まえ、どの
よう
　に行動に反映されたのかを確認する。
・反自然主義、余裕派・高踏派などの、文学史的
知識
　を身につける。

10

11

12

・人間、社会、自然などに対する
　ものの見方、感じ方、考え方を
　豊かにする読書の意義と効用に
　ついて理解を深める。
・語り手の視点や場面の設定の仕
　方、表現の特色について評価す
　ることを通して、内容を解釈す
　る。

大正の小説 ●「こころ」
　（夏目漱石）

・「私」と「Ｋ」の、心情の推移を踏まえ、どの
よう
　に行動に反映されたのかを確認する。
・反自然主義、余裕派・高踏派などの、文学史的
知識
　を身につける。
・比喩表現をはじめとした、作者の表現に着目す
る。

・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えてい

る。［Ａ⑴イ］

史伝 ◆「鴻門之会」
～剣舞～

・項羽が范増の指示に応じなかった理由を考え
る。
・樊噲の演説を聞いてそれに答えなかった項羽の
心情を考える。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

句法 ◆句法
「仮定」「比
較」「選択」
「限定」「累
加」「抑揚」
「願望」「倒
置」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて、体系的にまとめる。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

令和7年度　　　　　地理歴史科　　「地理探究」シラバス

単位数 3 学科・学年・学級 普通科　２年次　　Ａ～Ｇ組

教科書 新詳地理探究（帝国書院），新詳高等地図（帝国書院） 副教材等 新詳地理資料COMPLETE（帝国書院）

第1章　自然環境 2節 気候 ・気候が人々に与える影響を考察する。気候区分と
自然環境，社会環境との関わりを理解する。

小テスト
定期考査（全4回）

3節 日本の自然環境 ・主題図と一般図の表現方法や用途を理解する。統
計地図の種類と使い分けを理解する。

①　地球的な視野から地理的事象の空間的な規則性，傾向性や関連する課題の発生要因を捉える学習を通して，現代世界の諸事
象の地理的認識を深めるとともに，系統地理的な考察方法を身に付ける。
②　①をふまえ，選択した地域の特性とそこで発生する諸課題について捉える学習を通して，現代世界の諸地域の地理的認識を
深めるとともに，地誌的な考察方法を身に付ける。
③　①，②をふまえ，我が国が抱える地理的な諸課題の解決の方向性や持続可能な国土像の在り方を構想する学習を通して，現
代世界における日本の現状と望ましい将来像についての認識を深めるとともに、主体的な学習活動である探究の手法を身に付け
る。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第1部　現代世界
の系統地理的考
察

1節 地形 ・地球上の多様な地形と人々と地形の関わりについ
て理解する。世界各地での人々の生活を理解する。

行動観察
ワークシート分析

4節 地球環境問題 ・地球環境問題の種類と原因を理解する。

第2章 資源と産
業

1節 農林水産業
2節 食糧問題

・農業立地と食糧問題について，自然条件，社会条
件，市場条件などとの関わりから理解する。

3節 エネルギー・鉱産資
源

・エネルギーの重要性，需要の高まりにより生じる
問題点について，多面的・多角的に理解する。

5節 工業 ・工業の立地類型を学び，立地条件が変化する背景
や要因，もたらされる課題について理解する。

行動観察
ワークシート分析

6節 第3次産業 ・流通産業の発達や消費者行動の変化，それによっ
て生じる小売業立地の変化について理解する。

小テスト
定期考査（全4回）

4節 資源・エネルギー問
題

・化石燃料の消費に伴う資源の枯渇や環境問題，石
油に関わる国際政治の動向について理解する。

中間考査

3節 貿易と経済圏 ・自由貿易が促進された背景やそれに伴う世界規模
での経済連携拡大の状況について理解する。

第4章　人口，村
落・都市

1節 人口 ・世界の人口分布の特徴と背景をふまえ，人口の変
遷とその要因，今後の予測について理解する。

第3章　交通・通
信と観光，貿易

1節 交通・通信 ・交通・通信の高度化を理解し，そのような社会が
進展することによる利点と問題点を理解する。

2節 観光 ・観光産業発達の背景と動向，その地理的展開の特
徴について，多面的・多角的に理解する。

4節 都市・居住問題 ・都市が抱える諸問題と社会的背景，より良い居住
環境の創造へ向けた取り組みを理解する。

第5章　生活文
化，民族・宗教

1節 衣食住 ・世界の諸地域における衣食住の形成過程と変容過
程について，多面的・多角的に理解する。

2節 人口問題 ・人口問題の特徴とその背景・要因，影響につい理
解し，克服するための取り組みについて模索する。

3節 村落と都市 ・村落と都市の機能と立地，形態の特徴等を理解
し，近年の変化と課題について認識を深める。

期末考査

2節 民族・宗教と民族問
題

・宗教分布の特徴と形成過程への理解をふまえ，宗
教を軸にした文化の多様性について理解する。

3節 国家の領域と領土問
題

・国家の領域や国境の概念について，具体例をもと
に理解する。



学
期

月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

4節 インド ・経済自由化や産業開発，工業化の進展について，
グローバル化との関わりから理解する。

5節 西アジアと中央アジ
ア

・交易を中心に発展した両地域の歴史的経緯をふま
え，人々の生活の特徴について理解する。

後
期

第2部　現代世界
の地誌的考察
第1章 現代世界
の地域区分
第2章 現代世界
の諸地域

1節 地域区分 ・地域を区分することの意義と方法について理解す
る。

行動観察
ワークシート分析

1節 中国
2節 韓国

・近隣諸国の経済や産業のようすを学び，その動向
と変化の特徴について理解する。

小テスト
定期考査（全4回）

3節 ＡＳＥＡＮ諸国 ・東南アジアの多様性や共通性について理解し，工
業の発展と産業のグローバル化について考察する。

中間考査

8節 ロシア ・市場経済への移行に伴う経済，社会，人々の暮ら
しにおける変化の動向について理解する。

行動観察
ワークシート分析

6節 北アフリカとサハラ
以南アフリカ

・北アフリカとサハラ以南アフリカの共通点と相違
点について歴史，生業と文化を指標に理解する。

7節 ＥＵ諸国 ・統合が進む背景を民族と宗教との関わりから理解
し，統合へ向けての歴史的変遷について認識する。

①　年4回実施の定期考査ならびに小テスト等により，出題範囲における知識と資料活用の技能の習得状況，思考・判断・表現を
評価します。また，１年間を通して，主体的に学習に取り組む態度について評価します。
②　課題学習等に作成するレポートを評価のための資料とします。
③　日頃の学習活動の様子や発表，討論，論述などの内容を評価のための資料とします。
④　授業に対する自己評価や振り返りを記入したワークシートを参考とします。

　地理は暗記ではなく，地理的なものの見方や考え方を身につけ，分析や表現の技能を習得することが本当の学力になります。
また，時事問題にも関心をもち，ニュースや新聞をよく読みましょう。その時に、わからない地名・用語などは地図帳などで調
べてみましょう。

知識・技能

○地図や地理情報システムなどの読み取りを通して，地球的な視野から地理的事象の空間的な規則性，
傾向性や関連する課題の発生要因について理解することで，現代世界の諸事象の地理的認識を深めてい
る。
〇地図や地理情報システムなどの読み取りを通して，世界諸地域の特性とそこで発生する諸課題につい
て理解することで，現代世界の諸地域についての地理的認識を深めている。
〇調査，討論，発表などの探究的な学習を通して，現代世界における日本の現状について理解すること
で，望ましい将来像についての認識を深めている。

思考・判断・表現

○地理的事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関
係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地
理的な課題の解決に向けて構想したりすることができる。
○考察，構想したことを効果的に説明したり，それらをもとに議論したりすることができる。

主体的に学習に
取り組む態度

○知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取
り組みを行おうとしている。また，粘り強い取り組みを行う中で，自らの学習を調整しようとしてい
る。
○よりよい社会の実現を視野に，世界諸地域や日本において見られる課題を主体的に追究，解決しよう
としている。
○地理的な課題への多面的・多角的な考察や深い理解を通して市民としての自覚を持つとともに，社会
へ参画することへの意識が高まっている。

1節 将来の国土のあり方
2節 持続可能な日本の国
土像の探究

・日本の地域構造の歴史的変遷について理解すると
ともに，現代の地域構造の特徴によって生じている
地理的諸課題について認識を深める。

期末考査

第3部　現代世界
におけるこれか
らの日本の国土
像
第1章　持続可能
な国土像の探究

9節 アメリカ合衆国 ・世界最大の経済の社会的背景について，先端技
術，金融，鉱産資源などから理解する。

小テスト
定期考査（全4回）

10節 ラテンアメリカ ・文化・社会・経済の形成の経緯について，歴史的
背景をふまえながら理解する。

11節 オーストラリアと
ニュージーランド

・両国の多文化社会の形成過程を，先住民族，各地
からの移民との関わりから理解する。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

令和7年度　　　　　地理歴史科　　「日本史探究」シラバス

単位数 3 学科・学年・学級 普通科　２年次　　ＡＢＣＤＥＦＧ組

教科書 日本史探究 (実教出版) 副教材等 図説日本史通覧（帝国書院）

第１章　原始・古代の日
本と東アジア

２　縄文時代の社会と文
化

・縄文文化の特色や日本人の起源について理解す
る。

小テスト
定期考査（全4回）

３　弥生時代の社会と文
化

・弥生文化の特色と小国家の形成について理解す
る。

①我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，
諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
②我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在との
つながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて
構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
③我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第１部　原始・古代の日
本と東アジア １　日本列島最古の文化

・人類の出現と旧石器時代の日本列島について理解
する。

行動観察
ワークシート分析

第２章　ヤマト政権の成
立と古墳文化

１　小国の分立と邪馬台
国

・文字資料を基に，弥生時代の日本列島の様子を理
解する。

２　古墳の出現とヤマト
政権の成立

・古墳の形状･規模やその分布域を基に，ヤマト政
権の成立過程について理解する。

３　ヤマト政権の展開と
統治の進展

・ヤマト政権の支配体制や氏姓制度について理解す
る。

４　古墳時代の生活と文
化

・古墳時代の生活と文化を理解する。

中間考査

３　律令制度
・律令制度における土地・人民把握について理解す
る。

４　奈良時代の政治 ・奈良時代の諸政策とその影響について理解する。

第３章　律令国
家の形成

１　古代国家の形成
・７世紀の東アジアの動向と国内の政治との関係を
理解する。

２　飛鳥文化・白鳳文化 ・飛鳥時代の仏教文化の特徴について理解する。

５　天平文化 ・天平文化の特徴について理解する。

第４章　古代の
国家・社会の変
容

１　律令体制再編期の政
治と社会

・平安時代前期の政治や文化の特徴について理解す
る。

２　摂関政治の成立
・摂関政治期を，藤原北家や藤原北家以外の貴族の
視点から理解する。

３　国風文化
・国風文化の時代に，仏教が社会に与えた影響や，
貴族の日記が書き残された理由について考える。

中間考査

後
期

第２章
中世の国家・社
会の展開

１　鎌倉幕府の成立と朝
廷

・北条氏の権力強化の画期について理解する。 行動観察
ワークシート分析

２　中世に生きる人々 ・鎌倉時代の諸産業の発達について理解する。
小テスト
定期考査（全4回）

３　蒙古襲来と幕府の衰
退

第３章　中世の
国家・社会の変
容

１　南北朝の動乱
・地域の政治・経済の基盤をめぐる対立と守護大名
の領国経営について考える。

２　室町幕府の政治と外
交

・東アジアにおける交流や交易が国内にどのような
変化をもたらしたのか理解する。

・ユーラシアの動向もふまえて，蒙古襲来について
理解する。

４　鎌倉文化
・顕密仏教を軸にして，鎌倉時代の仏教や文化の展
開について考える。

５　戦国大名の分国経営
・戦国大名の領国経営と畿内との政治的・経済的な
関係について考える。

第３部　近世の
日本と世界

１　織豊政権
・織豊政権の政治・経済政策による都市や村落の支
配の変化を考える。

３　室町社会の展開と応
仁の乱

・応仁の乱によって，畿内と地方の関係はどのよう
に変化したのか理解する。

４　室町文化
・室町文化の特徴と，政治や経済の動向との関係に
ついて理解する。

期末考査

第１章　東アジ
アの世界の変容
と天下統一

２　天下統一の完成
・家康の対外政策がアジア各地やヨーロッパ諸国と
の交流に与えた影響について理解する。

３　近世成立期の文化
・アジア各地やヨーロッパ諸国との交流が文化に与
えた影響について理解する。



学
期

月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

５．経済の発展
・交通・流通の発達，農業・手工業・商業などの発
達が相互にどのように関連しているのか考える。

６．元禄文化と学芸の発
展

・元禄文化が都市の発達や担い手となった新興町人
や農民たちとの関連性について考える。

３．近世社会のしくみ ・村落や都市の支配の変化について考える。

４．幕府政治の展開
・統治政策の推移と経済政策の展開が人々の生活や
社会に与えた影響について考える。

第４部　近現代
の地域・日本と
世界

３．近世文化の成熟と変
容

・江戸中・後期の文化が近代の転換や現代の社会に
与えた影響について考える。

第３章　近世の
国家・社会の変
容

１．幕藩体制の動揺と幕
政の改革

・飢饉や一揆の発生と幕府の政策との関係性につい
て考える。

２．欧米列強の接近と天
保の改革

・外国船の接近による社会への影響や幕府の対応を
考える。

２．文明開化 ・明治政府が行った宗教政策の過程を考える。

第３章
近代国家の形成

１．立憲国家への道 ・自由民権運動の展開を考える。

第１章
開国から倒幕へ

・対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立などを基に，近世
から近代への時代の時代の転換を理解する。

第２章
明治維新

１．明治維新 ・明治政府の制度改革とその影響を考える。

中間考査

２．議会政治の展開と日
清・日露戦争

・日清戦争の原因・経過・結果とその後の国内の変
化を考える。

行動観察
ワークシート分析

後
期

第２章　幕藩体
制の成立と展開

１．幕藩体制の成立
・法や制度による支配秩序の形成と幕藩体制の確立
について考える。

行動観察
ワークシート分析

２．貿易の統制と対外関
係

・幕府の対外政策の推移とアジアの国際情勢の変化
について考える。

小テスト
定期考査（全4回）

２．政党政治の展開
・第一次世界大戦後の国際秩序の構築の過程と目的
を考える。

３．市民文化の展開 ・都市部でのさまざまな変化を考える。

３．産業革命と社会の変
化

・財閥や寄生地主が生まれる経緯を考える。
小テスト
定期考査（全4回）

第４章
両大戦間の日本

１．第一次世界大戦
・第一次世界大戦の展開と日本の関わり方を考え
る。

３．アジア・太平洋戦争
（太平洋戦争）

・アジア・太平洋戦争の経緯を考える。

第６章
戦後日本の形成

１．占領と民主改革 ・民主化政策の内容を考える。

第５章
十五年戦争と日
本

１．満洲事変
・満洲事変の展開と，それにたいする国際社会の見
方について考える。

２．日中戦争
・二・二六事件の展開とその後の影響について考え
る。

第７章
グローバル化のなかの現
代日本

１．「国際化」する経済
大国

・日本の高度経済成長が終わりを迎えた経緯を考え
る。

２．新たな世紀の日本へ ・冷戦終結後の世界と日本を考える。

２．独立と日米安保体制
の形成

・冷戦がアジアに及ぼした影響ついて考える。

３．高度経済成長下の日
本

・高度経済成長とその問題点について考える。

思考・判断・表現

○我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，次期や年代，推移，比
較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察し，
歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想している。
○考察，構想したことを効果的に説明し，それらを基に議論している。

主体的に学習に
取り組む態度

○我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取り組もうとしている。
○よりよい社会の実現を視野に，自身との関わりをふまえて学習を振り返るとともに，次の学習への
つながりを見いだそうとしている。

①　年4回実施の定期考査ならびに小テスト等により，出題範囲における知識と資料活用の技能の習得状況，思考・判断・表現を
評価します。また，１年間を通して，主体的に学習に取り組む態度について評価します。
②　課題学習等に作成するレポートを評価のための資料とします。
③　日頃の学習活動の様子や発表，討論，論述などの内容を評価のための資料とします。
④　授業に対する自己評価や振り返りを記入したワークシートを参考とします。

日々の授業では、積極的な参加姿勢が求められます。歴史の学習をただ単に過去の出来事を覚えるというのではなく、過去から
の時間のつながりの中で「いま」を生きる我々に与えられた課題を見出し、追究しようとする姿勢で取り組んで欲しいと思いま
す。前後の有機的なつながりを理解し、自らの歴史像を作り上げていくような授業参加を望みます。この授業を通して歴史的な
見方や考え方を理解し、より多角的で柔軟な思考を身につけてもらいたいと期待しています。

期末考査

知識・技能

○我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に
捉えて理解している。
○諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かる効果的に調べまとめる技能を身に付けてい
る。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

令和７年度　　　　　地理歴史科　　「世界史探究」シラバス

単位数 3 学科・学年・学級 普通科　２年次　　Ａ，Ｂ，Ｃ組

教科書 詳説　世界史（山川出版社） 副教材等 グローバルワイド最新世界史図表（第一学習社）

①　世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解するととも
に，諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。
②　世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代
世界とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
③　世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとす
る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する
愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第１章　古代文
明の出現

１　文明の誕生 ○農耕のはじまりによって変化した生活様式につい
て多面的・多角的に考察し，表現する。

○授業への興味・関
心
○発言
○課題の取り組み
○定期考査

４　中国の古代文明 ○黄河文明や，殷や周の王朝がのちの社会に与えた
影響を理解する。

５　南北アメリカ文明 ○マヤ文明やインカ帝国が形成した文明の特徴を中
南米の地理的条件をもとに理解する。

２　古代オリエント文明
とその周辺

○メソポタミア文明，エジプト文明，エーゲ文明が
のちの社会に与えた影響を理解する。

３　南アジアの古代文明 ○インダス文明やインドへのアーリヤ人の来住がの
ちの社会に与えた影響を理解する。

３　中国の動乱と変容 〇中国と周辺地域の交流はどのようにして広がった
のかについて理解する。

４　東アジア文化圏の形
成

〇東アジアの歴史的特質について自らの学習を振り
返り，学びを深める。

第２章　中央
ユーラシアと東
アジア世界

１　中央ユーラシア　草
原とオアシスの世界

○中央ユーラシアの地理的条件をもとに遊牧国家の
特徴を，多面的・多角的に考察し，表現する。

２　秦・漢帝国 〇秦漢帝国や匈奴帝国の成立過程とその性格につい
て理解する。

中間考査

第３章　南アジ
ア世界と東南ア
ジア世界の展開

１　仏教の成立と南アジ
アの統一国家

〇南アジアの諸宗教はどのような特徴をもっている
かなどについて理解する。

○授業への興味・関
心
○発言
○課題の取り組み
○定期考査

２　インド古典文化とヒ
ンドゥー教の定着

〇南アジアの歴史的特質について，自らの学習を振
り返り，学びを深める。

３　ローマの地中海支配 〇ローマがなぜ共和政から帝政に移行したのかにつ
いて，諸資料から読み取り，理解する。

４　キリスト教の成立と
発展

○キリスト教とはどのような特徴をもった宗教なの
か，国家との結びつきに注目して理解する。

３　東南アジア世界の形
成と展開

〇東南アジア地域において，国家がどのように形成
されたのかについて理解する。

第４章　西アジ
アと地中海周辺
の国家形成

１　イラン諸国家の興亡
とイラン文明

〇アッシリア帝国とアケメネス朝ペルシアの共通点
と相違点を理解する。

２　ギリシア人の都市国
家

〇アテネの民主政と現代の民主政にはどのようなち
がいがあるのかを理解する。

期末考査



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス，授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

１　イスラーム教の諸地
域への伝播

〇カリフと地方政権の関係に注目して，イスラーム
世界が分裂していく過程を理解する。

２　西アジアの動向 〇トルコ人の進出による，イスラーム世界が変化し
ていく過程を理解する。

後
期

第５章　イス
ラーム教の成立
とヨーロッパ世
界の形成

1　アラブの大征服とイス
ラーム政権の成立

〇イスラームとはどのような特徴をもった宗教なの
か，どのように広まったのかを理解する。

○授業への興味・関
心
○発言
○課題の取り組み
○定期考査

２　ヨーロッパ世界の形
成

○ヨーロッパ世界が周辺民族との接触の中で形成さ
れていく過程を理解する。

第６章　イス
ラーム教の伝播
と西アジアの動
向

３　西ヨーロッパ世界の
変容

〇11世紀以降，西ヨーロッパの農業，商業，都市は
どのように変容したのかについて理解する。

中間考査

第７章　ヨー
ロッパ世界の変
容と展開

１　西ヨーロッパの封建
社会とその展開

〇西ヨーロッパの封建社会はどのような背景で成立
したのかを理解する。

２　東ヨーロッパ世界の
展開

○東ヨーロッパの民族・国家・宗教の結びつきにつ
いて，多面的・多角的に考察し，表現する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第８章　東アジ
ア世界の展開と
モンゴル帝国

１　アジア諸地域の自立
化と宋

○東アジア地域での勢力交代の過程を理解する。 ○授業への興味・関
心
○発言
○課題の取り組み
○定期考査

２　モンゴルの大帝国 ○遊牧国家であるモンゴルが形成した王朝の仕組み
を，他の王朝と比較して，考察し，表現する。

第１０章　近世
ヨーロッパ世界
の動向

１　ルネサンス 〇ルネサンスの社会的背景，後世への影響を，多面
的・多角的に考察し，表現する。

２　宗教改革 ○宗教改革の社会的背景を理解し，諸資料をもとに
改革者たちの目的を多面的・多角的に考察し，表現
する。

第９章　大交
易・大交流の時
代

１　アジア交易世界の交
流

○明・清を中心とする東アジア世界の結びつきを理
解する。

２　ヨーロッパの海洋進
出とアメリカ大陸の変容

○東アジアにおける交易活動にヨーロッパが参入し
た背景を，多面的・多角的に考察し,表現する。

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の3観点から評価の観点に従い，総合的に評価する。

“歴史の舞台に登場する人物達がその時何を思い，どう行動したか。歴史とは，それらの人物を通して自身を顧みる鏡であ
る。”
とある学者の発言の引用です。歴史の学習を，ただ単に過去の出来事を覚えるだけ，と捕らえるのではなく，過去からの時間
のつながりの中での「いま」を生きる我々に与えられた課題を見出し，追究しようとする主体的・積極的な姿勢で取り組んで
欲しいと思います。

知識・技能

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連づけなが
ら理解している。
諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけてい
る。

思考・判断・表現

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比
較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりすることができる。
考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりすることができる。

主体的に学習に
取り組む態度

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。
国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとしている。

３　主権国家体制の成立 ○主権国家体制の成立と戦争の関係を，多面的・多
角的に考察し，表現する。

期末考査



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

令和7年度　　　　　公民科　　「　　　公共　　　　」シラバス

教科書

単元名

ますます平和を希求する気運が高まる中で、未来を担う生徒たちに平和と幸福の知恵を求める心を養う。授業では「答えを教
えることから、問いを探させること」を主眼とし、主体的・対話的で深い学びを目指していく。また、社会的事象を多角的な
視点から考察し、現代の行き詰まりをみせる混沌とした社会の問題点を追及したり、様々な議論を重ねることにより、国際社
会に主体的に生きる確かな人間観を養い、あらゆる差別を超えた世界市民として平和を構築できる力ある人材を育成する。

評価の材料等

3.西洋思想 ・西洋の様々な思想を紹介し、基本的事項を身につ
ける。知識のための知識ではなく、より実践的な生
活に生かせる知識を身につけ、西洋思想の観点から
世界を考察していく。

2単位 学科・学年・学級 2学年

副教材等 クローズアップ公共　（第一学習社）詳述公共（実教出版）

・古今東西の人間観
を通して、自分なり
の人間観を構築でき
たか。ライフサイク
ルの中で、青年期の
特徴を整理し、青年
期の重要性に気付く
ことができたか。

・「善く生きる」と
は何かを理解し、ま
た自分にとっての善
とは何かを思索、主
張できるか。

・イデアと現象の関
係を理解すると共に
自身の世界観を構築
できているか。

・哲学者の代名詞であるソクラテスの教えと生き方
について学習する。

・善や美など、世界の本質について思索したプラト
ンの思想を整理、学習する。

学習項目 学習内容や学習活動

単位数

前
期

倫理
第1章　社会を作
る私たち

1.様々な人間観と青年期
の課題

・古今東西の人間観に基づき、あらためて人間とは
何かを考察する。また、青年期の特徴を理解すると
共にライフサイクルの中で、青年期がいかに重要な
時期かを自覚する。

答案返却

2.世界宗教 ・西洋思想の母体の一つであるヘブライズムの概要
について学習し、自身の宗教観を構築する。

・ハイデガー、サル
トル、ヤスパースの
考え方を理解してい
るか。

・実存主義において、「存在するとは何か？」存在
に対する認識の通路を見出す。

第2章　人間とし
てよく生きる

1.ギリシア思想 ・ギリシャ思想の基本的な概要を学習すると共に、
ソクラテスやプラトンの思想から様々な世界観があ
ることを知り、自分独自で世界を考察していく力を
身に付ける。

・ギリシャ思想の流
れと特徴を整理し、
自分なりに考察・意
見を述べることがで
きるか。

・イエスはユダヤ教
の何を継承し何を否
定したのかを理解し
ているか。

・ニーチェやベーコ
ン、デカルトなどの
世界観を考察して、
それらに触れること
により新たな発見、
独自の世界観を構築
できるか。

・古代インド思想バラモン教について学習し、東洋
の源流思想の特徴について知る。

・カースト制度や
ウパニシャッド哲
学の基本性格を理
解できているか。

前期期末考査

・仏教の開祖である釈迦の思想と生涯について学習
する。また、釈迦の思想をもとに自身の人生観や生
命観、生死の問題についても思索していく。

・ブッダの教えの
内容を整理すると
共に、仏教の根本
精神を理解できて
いるか。また、生
命や生死の問題に
ついて関心をもち
自身の考えを少し
でも深めたか。



学
期

月

10

11

12

1

2
3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

上記３に示した３つの観点から、総合的に評価する。

様々な人間関係、社会不安など時代は混迷し、行き詰まりを見せています。そうした社会の中で、確かな人生を歩む羅針盤を
一緒に探求していきたいと思います。一年間よろしくお願いします。

2.日本経済の歩み ・復興期～高度成長期～安定成長期～バブル崩壊後
の長期にわたる不況期の流れについて整理する。

・我が国の人口は今
後減少していくこと
が見込まれ、経済社
会に様々な影響を与
えることが懸念され
ているが、そうした
社会の中でどのよう
に生き抜いていくべ
きなのか。自分なり
の考察ができている
か。

政治・経済
第1章日本国憲法
の基本的性格

1.日本憲法史 ・天皇主権を掲げる大日本帝国憲法と戦後の外圧の
下で成立した日本国憲法を徹底比較し、特徴をおさ
える。

・日本国憲法が成立
するに至った経緯に
ついて理解するとと
もに、自身の憲法観
について述べること
ができるか。

第2章日本の政治
機構と政治参加

1.政党政治 ・二大政党制と多党制の長所や短所をおさえ、55年
体制の成立と崩壊、それ以降の新たな動向を知る。

・衆議院と参議院を比較し、近年の選挙制度改革に
も注目するとともに日本の選挙の課題について考察
する。

2.社会権・新しい人権 ・自由権との違いを理解するとともに新しい人権の
種類と根拠条文などもおさえる。

学習内容や学習活動

主体的に学習に
取り組む態度

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探求するための手掛かりとなる概念や理論な
どについて理解しているとともに、諸資料から社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べ、
整理してまとめる技能を身に付けようとしている。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論
などを活用して、現実社会に見られる複雑な課題を把握し、説明しようとするとともに、身に付けた
判断基準を根拠に構想する力や、構想したことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして議論
し、公正に判断しようとしている。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養おうとしてい
る。自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、我が国及び国際社会において国家及び社会の形成
に、より積極的な役割を果たそうとしている。

答案返却

後期期末考査

思考・判断・表現

知識・技能

・日本の政治制度に
対して見識を深め、
新たな問題提起がで
きるか。

・時代の変遷ととも
に必要とされる様々
な権利があることを
理解し、権利への見
識を深めることがで
きたか。

評価の材料等

・財やサービス、分
配や消費など経済の
基本的な仕組みにつ
いて理解できるか。

・選挙の仕組みにつ
いて理解し、自分な
りの問題意識を持
ち、それを述べるこ
とができるか。

・財、サービスにはどのようなものがあるか、経済
社会の形成と変容について理解する。

後
期

単元名 学習項目

第3章現代の経済
社会

1.経済社会の形成と変容

2.選挙制度



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数
学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第３章 図形と
方程式
第１節　点と
直線

第２節　円

第３節　軌跡
と領域

１　直線上の点
２　平面上の点
３　直線の方程式
４　2直線の関係

５　円の方程式
６　円と直線
７　2つの円

８　軌跡と方程式
９　不等式の表す領域

・座標や式を用いて，直線の性質や関係を数
学的に表現し，その有用性を認識するととも
に，事象の考察に活用する。

・座標や式を用いて，円の性質や関係を数学
的に表現し，その有用性を認識するととも
に，事象の考察に活用する。

・図形を，与えられた条件を満たす点の集合
として認識するとともに，不等式を満たす点
の集合が座標平面上の領域を表すことを理解
し，それらを事象の考察に活用する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）
・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

中間考査
第４章 三角関
数
第１節　三角
関数

第２節　加法
定理

１　一般角と弧度法
２　三角関数
３　三角関数の性質
４　三角関数のグラフ
５　三角関数の応用

６　加法定理
７　加法定理の応用
８　三角関数の合成

・角の概念を一般角まで拡張して，三角関数
に関する様々な性質や式とグラフの関係につ
いて多面的に考察する。

・加法定理を理解し，それらを事象の考察に
活用する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

期末考査

教科書 数学Ⅱ（数研出版） 副教材等 チャート式　解法と演習　数学Ⅱ＋Ｂ＋Ｃ[ベクトル]

令和７年度　　数学科　　「数学Ⅱ」シラバス

単位数 ４単位 学科・学年・学級 普通科　２年　Ａ～Ｇ組



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

３に示した３つの観点から評価した前期の成績及び後期の成績を総合し、年間の学習成績とする。

数学Ⅰと密接に関連していたり発展させたりの内容になっており，高校数学の中核となる科目です。
【数学Ⅱ・B共通】ただ公式や問題の解き方を暗記するのではなく，1つ1つの内容を理解するよう努め，欠席した場
合やよく理解できなかった箇所はそのままにせず友人や先生に聞くように心掛けてください。授業はチャイムと同
時に始めますので，教材等を準備し着席を完了しておいてください。板書の内容をそのままノートに写すのではな
く，説明の中で大切だと思ったことや疑問に感じたことをメモすると，あとで役立ち学習に広がりが生まれます。
習熟度別授業を行いますが，定期考査は共通問題です。各考査ごとにレッスン替えを行います。

知識・技能

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについ
ての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

思考・判断・表現

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象
を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする。

主体的に学習に
取り組む態度

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を身に付ける。

第６章 微分法
と積分法
第１節　微分
係数と導関数

第２節　導関
数の応用

第３節　積分
法

１　微分係数
２　導関数

３　接線
４　関数の値の変化
５　最大値・最小値
６　関数のグラフと方
程式・不等式

７　不定積分
８　定積分
９　面積

・微分係数や導関数の意味について理解し，
それらの有用性を認識するとともに，事象の
考察に活用する。

・導関数の理解を深めるとともに，導関数の
有用性を認識する。

・積分の考えについて理解し，それらの有用
性を認識するとともに，事象の考察に活用す
る。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

期末考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

第５章 指数関
数と対数関数
第１節　指数
関数

第２節　対数
関数

１　指数の拡張
２　指数関数

３　対数とその性質
４　対数関数
５　常用対数

・指数関数について理解し，それらを事象の
考察に活用する。

・対数関数について理解し，それらを事象の
考察に活用する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）
・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会
生活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識で
きるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第１章　数列
第１節　数列
とその和

１　数列
２　等差数列とその和
３　等比数列とその和
４　和の記号Σ
５　階差数列
６　いろいろな数列の
和

・等差数列，等比数列などの簡単な数列につ
いて，一般項や第n項までの和を求めたり，記
号Σの意味を理解してそれを用いたりできる
とともに，事象から離散的な変化を見いだ
し，それらの変化の規則性を数学的に表現し
考察する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）

・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

中間考査
第２節　数学
的帰納法

７　漸化式と数列
８　数学的帰納法

・数列の考え方をもとにして，漸化式と数学
的帰納法について理解するとともに，事象の
再帰的な関係に着目し，日常の事象や社会の
事象などを数学的に捉え，数列の考えを問題
解決に活用する。更に，自然数の性質などを
見いだし，それらを数学的帰納法を用いて証
明するとともに，他の証明方法と比較して多
面的に考察する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）

・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）期末考査

教科書 数学Ｂ（数研出版） 副教材等 チャート式　解法と演習　数学Ⅱ＋B＋C

令和７年度　　数学科　　「数学Ｂ」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科　２年　Ａ～Ｇ組



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

３に示した３つの観点から評価した前期の成績及び後期の成績を総合し、年間の学習成績とする。

数学は単元の最初の定義が大前提です。基礎的なところに本質があるので，簡単だと考えずきちんと理解するよう
にしてください。さもないと難しい問題を解いても意味のないものになってしまいます。授業が理解できればよい
のではなく，できるだけ疑問を持ち1つずつ解決するようにしましょう。
ただ公式や問題の解き方を暗記するのではなく，1つ1つの内容を理解するよう努め，欠席した場合やよく理解でき
なかった箇所はそのままにせず友人や先生に聞くように心掛けてください。授業はチャイムと同時に始めますの
で，教材等を準備し着席を完了しておいてください。板書の内容をそのままノートに写すのではなく，説明の中で
大切だと思ったことや疑問に感じたことをメモすると，あとで役立ち学習に広がりが生まれます。
習熟度別授業を行いますが，定期考査は共通問題です。各考査ごとにレッスン替えを行います。

知識・技能

数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数
学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

思考・判断・表現

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の
性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察し
たりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を
振り返って考察したりする。

主体的に学習に
取り組む態度

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を身に付ける。

第２節　統計
的な推測

８　母集団と標本
９　標本平均とその分
布
10　推定
11　仮説検定

・確率の理論を統計に応用し，正規分布を用
いた区間推定と仮説検定の方法を理解する。
更に，母集団の特徴や傾向を推測し判断した
り，標本調査の方法や結果を批判的に考察し
たりする。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

期末考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

第２章 統計的
な推測
第１節　確率
分布

１　確率変数と確率分
布
２　確率変数の期待値
と分散
３　確率変数の変換
４　確率変数の和と期
待値
５　独立な確率変数と
期待値・分散
６　二項分布
７　正規分布

・確率変数とその分布の意味を理解できるよ
うにするとともに，確率変数の期待値，分散
及び標準偏差が確率分布のどのような特徴を
示しているかを理解する。また，二項分布，
正規分布について理解し，日常の事象や社会
の事象の考察に活用する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応
答（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

③代謝と酵素 ・酵素の基本的な特徴について理解する。

期末考査

提出物，
定期考査，
実験レポート

１．生物の共通性 ①生物の多様性と共通性 ・地球上のさまざまな環境には，多種多様な生物が生息してお
り，生物は多様であることを理解する。

・すべての生物のからだは細胞からなることを見いだし，生物
が共通にもつ特徴を理解する。

②生物の共通性の由来 ・生物に共通してみられる特徴は，進化の過程で共通祖先から
受け継がれてきたものであると考察できる。

・光合成は，光エネルギーによってATPをつくり，このエネル
ギーによって有機物を合成する過程であることを理解する。

・呼吸は，酵素の働きによって有機物が段階的に分解されて，
ATPがつくられる過程であることを理解する。

・原核細胞と真核細胞でそれぞれみられる特徴を理解する。ま
た，真核細胞において，細胞小器官の機能の概要を理解する。

２．生物とエネル
ギー

①生物とエネルギー ・生命活動にエネルギーが必要であることを理解する。

②代謝とATP ・代謝には同化と異化があること，また，代謝に伴うエネル
ギーの移動にはATPが関わっていることを理解する。

中間考査
第1章
生物の特徴

２．生態系のバラ
ンスと保全

①生態系の変動と安定性 ・生物の個体数や量は，常に一定の範囲内で変動しながらバラ
ンスが保たれていることを理解する。

②人間活動による生態系
への影響とその対策

・人間活動が生態系にさまざまな影響を与えていることを理解
する。

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を
科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を
身に付けるようにする。
（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3）生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養
う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第4章
植生と遷移

提出物，
定期考査，
実験レポート

１．植生と遷移

第5章
生態系とその保全

①生態系の成り立ち ・地球上には，陸上以外にもさまざまな生態系がみられること
を理解する。

１．生態系と生物
の多様性

②生態系における生物ど
うしの関わり

・生物は，食物連鎖（食物網）によってつながっていることを
理解する。

①植生と環境の関わり ・植生と環境は密接な関係にあることに気づく。
・光の強さと光合成速度の関係を，グラフを通じて理解する。

②遷移のしくみ ・植生は不変ではなく，遷移していることを理解する。

２．バイオーム ①遷移とバイオーム ・それぞれの場所に適応した植物が生育し，いろいろなバイ
オームが成立していることを理解する。

令和７年度　　　　理科　　「　　生物基礎　　」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科　　２　年　　A　～　G　　組

教科書 高等学校　生物基礎（第一学習社） 副教材等
ニューステージ　生物図表（浜島書店）

新課程版　セミナー生物基礎（第一学習社）



学
期

月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス，授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

授業内提出物，実験等レポートにより主体的に取り組む態度，知識・技能，思考・判断・表現を評価する。どの観点を評価するか
は，授業内提出物や実験等レポートの種類による。
定期考査により知識・技能，思考・判断・表現を評価する。
評価材料をもとに観点別に評価を行い，それらを総合的に判断して最終評価を行う。

基礎生物で扱う多くのテーマは私たちの生活の中で見られる事柄と関連しており，さらに私たち自身が生命活動を行うにあたり，
身体の中でどのようなことが起きているのかなど，分子（DNA）レベルから学んでいきます。
授業を通して，あなたたち自身のこれまでの経験や知識を関連付けながら，より専門的な理解を深めて専門知識を定着させていき
ましょう。

知識・技能
生物や生物現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けている。

思考・判断・表現
自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に探究する力
を身に付けている。

主体的に学習に
取り組む態度

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

④自然免疫と獲得免疫の
特徴

・自然免疫と獲得免疫の特徴を理解し，お互いに活性化し合っ
て病原体を排除することを理解する。

⑤免疫と生活 ・アレルギーや自己免疫疾患，エイズなど身近な免疫に関する
疾患の生じるしくみを理解する。

期末考査

提出物，
定期考査，
実験レポート

・血糖濃度と自律神経系および内分泌系の関わりについて気づ
き，血糖濃度調節のしくみについて理解する。

２．免疫 ①生体防御
②自然免疫

・免疫を担う細胞や器官の種類と働きの概要を理解する。
・自然免疫のしくみを理解する。

③獲得免疫 ・獲得免疫による病原体排除の流れを理解する。
・二次応答や拒絶反応が起こるしくみを理解する。

第3章
ヒトのからだの調
節
１．情報の伝達と
体内環境の維持

①恒常性と神経系 ・恒常性と体液の種類である血液，組織液，リンパ液について
理解する。
・自律神経系には交感神経と副交感神経があり，これらが拮抗
的に働くことによって体内環境を調節していることを理解す
る。

②恒常性と内分泌系 ・内分泌系による体内環境の調節の特徴について理解する。

③体内環境を調節するし
くみ

中間考査

２．遺伝情報とタ
ンパク質

①遺伝情報とタンパク質 ・タンパク質は，多数のアミノ酸が鎖状につながってできたも
のであることを理解する。

・3つの塩基の並びが1つのアミノ酸に対応していることを理解
する。

②転写と翻訳 ・DNAの塩基配列がmRNAの塩基配列に写し取られ(転写)，これが
アミノ酸配列に置き換えられる(翻訳)という流れを理解する。

②DNAの複製と分配 ・細胞の分裂の各過程で起こる現象を理解する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動

③遺伝子とゲノム ・全遺伝子が常に発現しているのではなく，細胞によって発現
する遺伝子が異なっていることを理解する。

評価の材料等

後
期

第2章
遺伝子とその働き

提出物，
定期考査，
実験レポート

１．遺伝子の本体
と構造

①遺伝情報とDNA ・DNAの基本的な構造を理解する。

・塩基の相補性にもとづいてDNAが複製されていることに気づ
き，半保存的複製を理解する。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

令和７年度　　　　　理科　　「地学基礎」シラバス

単位数 2 学科・学年・学級 普通科・２年・ABCDEFG組

教科書 啓林館　高等学校　地学基礎 副教材等 センサー　地学基礎　3rdEditon

 日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な広が
りの中でとらえる。また、地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，地
学的に探究する能力と態度を育てる。地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的な
見方や考え方を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第1部 固体地球
とその活動

①太陽系の他の惑星と比較しながら，地球の特徴を
調べ，地球の誕生について学ぶ。

・授業態度

2章 活動する地
球

・plate tectonics ④プレートの運動について学ぶ。火山活動と地震活
動が一つの仮説にまとめられることにふれる。

・定期考査

1節 ﾌﾟﾚｰﾄﾃｸﾄﾆｸｽ
と地球の活動

・地震の発生機構 ⑤プレートの沈み込み地帯で起こる地震現象を理解
する。それに伴う変動地形と変成作用に言及する。

1章 地球
　1節 地球の外
観

・エラトステネスの測距
法

②地球の大きさに対するスケールを理解し，その歴
史をふまえ学ぶ。

・発問評価

2節 地球の内部
構造

・地球内部の層構造 ③固体地球の層構造や構成物質の化学組成を学び，
次項のプレートにつなげる。

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

中間考査
第3部 大気と海

洋 ・太陽定数と地球放射
①大気圏の構造とともに，太陽の放射エネルギーに
よる地球の熱収支について理解する。

・授業態度

2節 地震 ・火山噴出物 ⑥マグマの性質と火山の噴火形式と火山地形の関係
を理解する。

3節 火山活動と
火成岩の形成

2節　水と気象 ③海洋も同じように熱収支のバランスにとって重要
であることを理解する。

・定期考査

2章 太陽放射と
大気・海水の運

動

・海流と気候変動との関
係

④日本で見られる季節の気象と偏西風波動との相関
を理解する。

1章 大気の構造 ②太陽の放射エネルギーが大気の運動を生じさせ，
気象の変化を起こしたり，熱収支のバランスを保っ
たりすることを理解する。

・発問評価

1節 大気圏 ・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

3節 海水の循環

3章 日本の天気

1節 地球のエネ
ルギー収支

2節 大気の大循
環

期末考査



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

第3部 移り変わ
る地球

①宇宙や太陽系の成り立ちについて、基本的な歴史
を理解できる。

・授業態度

1章 地球の誕生

2章 地球と生命
の進化 ・示準化石と示相化石

③地球と生命の歴史をひもとき，地球と生命の関係
の理解を深める。

・定期考査

・地球の自然史
④生物界や地球環境の変遷と地質時代の区分や時間
的なスケールを理解させる。

・宇宙・太陽系の成り立
ち

①宇宙や太陽系の成り立ちについて、基本的な原理
を説明できる。

・発問評価

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第4部 自然との
共生

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

・定期考査

3章 地球史の読
み方

・上下判定に寄与する堆
積構造

①太陽エネルギーと位置エネルギーがどのように地
形の変化や堆積作用にかかわっているかを学ぶ。

・授業態度

②地層の重なりや変形のようすを観察する方法とと
もに，その形成過程を学ぶ。

・発問評価

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価基準に従い，総合的に評価する。

視聴覚教材や情報機器の活用で教科書の内容を積極的に補完し，より豊かなイメージをもつことができるようにします。必要
な事柄を要領良く記録してください。学習の計画及び評価方法等に変更が生じる場合は，口頭もしくは文書で案内します。

知識・技能

地球や地球を取り巻く環境について基本的な概念や原理・法則を理解し,知識を身に付けている。地
球や地球を取り巻く環境に関する観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過
程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物，現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

思考・判断・表現

地球や地球を取り巻く環境に関する事物・事象の中に問題を見いだし，探求する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

実習の振り返りや発展的な内容の問いかけに粘り強く考え、根拠を持って自らの考えを示すことがで
きる。

期末考査



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

期末考査

3節 海水の循環

3章 日本の天気

1節 地球のエネル
ギー収支

2節 大気の大循環

2節　水と気象 ③海洋も同じように熱収支のバランスにとって重
要であることを理解する。

・定期考査

2章 太陽放射と大
気・海水の運動

・海流と気候変動との関
係

④日本で見られる季節の気象と偏西風波動との相
関を理解する。

1章 大気の構造 ②太陽の放射エネルギーが大気の運動を生じさ
せ，気象の変化を起こしたり，熱収支のバランス
を保ったりすることを理解する。

・発問評価

1節 大気圏 ・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

③固体地球の層構造や構成物質の化学組成を学
び，次項のプレートにつなげる。

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

中間考査
第3部 大気と海洋

・太陽定数と地球放射
①大気圏の構造とともに，太陽の放射エネルギー
による地球の熱収支について理解する。

・授業態度

2節 地震 ・火山噴出物 ⑥マグマの性質と火山の噴火形式と火山地形の関
係を理解する。

3節 火山活動と火
成岩の形成

 日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な広が
りの中でとらえる。また、地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，地学
的に探究する能力と態度を育てる。地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的な見方
や考え方を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第1部 固体地球と
その活動

①太陽系の他の惑星と比較しながら，地球の特徴
を調べ，地球の誕生について学ぶ。

・授業態度

2章 活動する地球 ・plate tectonics ④プレートの運動について学ぶ。火山活動と地震
活動が一つの仮説にまとめられることについてふ
れる。

・定期考査

1節 ﾌﾟﾚｰﾄﾃｸﾄﾆｸｽ
と地球の活動

・地震の発生機構 ⑤プレートの沈み込み地帯で起こる地震現象を理
解する。それに伴う変動地形と変成作用まで言及
する。

1章 地球
1節 地球の外観

・エラトステネスの測距
法

②地球の大きさに対するスケールを理解し，その
歴史をふまえ学ぶ。

・発問評価

2節 地球の内部構
造

・地球内部の層構造

令和７年度　　　　　理科　　「地学基礎」シラバス

単位数 2単位 学科・学年・学級 普通科・２年・A組（SSHコース）

教科書 啓林館　高等学校　地学基礎 副教材等 センサー地学基礎3rdEditon・スクエア最新図説地学 



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

思考・判断・表現

地球や地球を取り巻く環境に関する事物・事象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

実習の振り返りや発展的な内容の問いかけに粘り強く考え、根拠を持って自らの考えを示すことが
できる。

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。

視聴覚教材や情報機器の活用で教科書の内容を積極的に補完し，より豊かなイメージをもつことができるようにします。必要
な事柄を要領良く記録してください。学習の計画及び評価方法等に変更が生じる場合は，口頭もしくは文書で案内します。

期末考査

知識・技能

地球や地球を取り巻く環境について基本的な概念や原理・法則を理解し,知識を身に付けている。地
球や地球を取り巻く環境に関する観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの
過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物，現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

後
期

第3部 移り変わる
地球

①宇宙や太陽系の成り立ちについて、基本的な歴
史を理解できる。

・授業態度

1章 地球の誕生 ・宇宙・太陽系の成り立
ち

②宇宙や太陽系の成り立ちについて、基本的な原
理を説明できる。

・発問評価

・定期考査

②地層の重なりや変形のようすを観察する方法と
ともに，それがどのようなしくみでできあがった
かを学ぶ。

・発問評価

第4部 自然との共
生

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

3章 地球史の読み
方 ・上下判定に寄与する堆

積構造

①太陽エネルギーと重力による位置エネルギーが
どのように地形の変化や堆積作用にかかわってい
るかを学ぶ。

・授業態度

中間考査

・地球の自然史
④生物界や地球環境の変遷と地質時代の区分や時
間的なスケールを理解させる。

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

2章 地球と生命の
進化 ・示準化石と示相化石

③地球と生命の歴史をひもとき，地球と生命の関
係の理解を深める。

・定期考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

前
期

4

5

6

7

9

第３節
固体の構造

①化学結合と結晶の種類
②金属結晶の構造
③イオン結晶の構造
④共有結合の結晶の構造
⑤分子結晶の構造
⑥非晶質

・化学結合と結晶の性質について，復習する。
・金属結晶の構造について理解する。
・イオン結晶の構造について理解する。
・共有結合の結晶の構造について理解する。
・分子結晶の構造について理解する。
・非晶質について理解する。

期末考査

中間考査
第２節
気体の性質

①気体の法則
②気体の状態方程式
③理想気体と実在気体

・ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャル
　ルの法則を理解し，その応用を学習する。
・気体の状態方程式を理解し，分子量の測定法に活
　用できることを学習する。また，全圧と分圧を学
　習し，混合気体の平均分子量を理解する。
・理想気体と実在気体との違いを理解する。

第Ⅰ章
物質の状態

第１節
物質の状態変化

①物質の三態とその変化
②気体分子の熱運動と
　圧力
③飽和蒸気圧と
　蒸気圧曲線

・物質の三態の変化を復習し，その変化に伴う熱の
　出入りを理解する。
・物質の沸点・融点を分子間力や化学結合と関連付
  けて理解する。
・気体の圧力が気体分子の熱運動と密接に関係する
　ことを理解する。
・状態間の平衡と温度や圧力との関係について理解
　する。

学習内容や学習活動 評価の材料等

第２節
電池・電気分解

②電気分解
③電気分解の応用

・電気エネルギーを取り出す電池のしくみを酸化還
　元反応と関連付けて理解する。
・外部から加えた電気エネルギーによって電気分解
　が起こることを，酸化還元反応と関連付けて理解
　する。
・反応に関与した物質の変化量が流れた電気量に比
　例することを理解する。
・電気分解の利用として，電解精錬や溶融塩電解を
　理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第Ⅱ章
物質の変化
と平衡

単元名 学習項目

令和７年度　理科　「化学研究α」シラバス

単位数 ２　単位 学科・学年・学級 普通科　２年Ａ組～Ｇ組　選択者

教科書
高等学校　化学
（第一学習社）

副教材等
　　セミナー化学基礎＋化学　　　　  （第一学習社）
　　サイエンスビュー化学総合資料　  （実教出版）
　　Let's Try NOTE 化学Vol.3無機物質（東京書籍）

　化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，化学的な
事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)　化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付け
る。
(2)　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
(3)　化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。



学
期

月

後
期

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

④16族元素
⑤15族元素
⑥14族元素
⑦無機化学工業

・酸素・硫黄とその化合物について，性質や用途を
　理解する。
・窒素，リンとその化合物について，性質や用途を
　理解する。
・炭素，ケイ素とその化合物について，性質や用途
　を理解する。
・無機物質の製法について，理解する。

下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度)に評価します。
(1)授業への取組
　授業に対する姿勢，学習態度，化学への関心等で判断する。
(2)ノート等の記載内容
　授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。
(3)観察・実験等
　観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。
(4)教科書・問題集の問題
　各問題への取組，取り組んだ内容から評価する。
(5)中間・定期考査
　学習内容に合わせて問題を出題する。

１　日常生活の中で使用する製品や身の周りで起こる化学現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。

知識・技能
化学の基本的な概念や原理・法則を理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する操作や記録などの技能を身に付けている。

思考・判断・表現
化学的な事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

化学的な事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

期末考査

第Ⅲ章
無機物質

第１節
周期表と
元素の性質

①元素の分類と性質
②化合物の性質と周期表

・元素の分類を理解する。
・典型元素の性質は周期表と関連させて整理できる
　ことを理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第２節
非金属元素

①水素
②18族元素
③17族元素

・水素とその化合物について，性質や用途を理解す
　る。
・貴ガスについて，性質や用途を理解する。
・ハロゲンとその化合物について，性質や用途を理
　解する。

第１節
化学反応と
熱・光

①化学反応と
　エンタルピー変化
②ヘスの法則
③結合エネルギー
④化学反応と光
⑤エントロピー

・化学反応の前後における物質のもつ化学エネルギ
　ーの差が熱の発生や吸収となって現れることを理
　解する。
・ヘスの法則を理解する。
・結合エネルギーを理解する。
・化学反応には，光を放出・吸収するものがあるこ
　とを理解する。
・吸熱反応が自発的に進む要因について理解する。

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第４節
溶液の性質

①溶解と溶液
②希薄溶液の性質
③コロイド

・溶解のしくみを理解し，固体および気体の溶解度
　を溶解平衡と関連付けて理解する。
・凝固点降下，沸点上昇，浸透圧の定量的な扱いを
　理解する。
・コロイドを理解し，その溶液の性質を理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査第Ⅱ章

物質の変化
と平衡



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

前
期

4

5

6

7

9

第３節
固体の構造

①化学結合と結晶の種類
②金属結晶の構造
③イオン結晶の構造
④共有結合の結晶の構造
⑤分子結晶の構造
⑥非晶質

・化学結合と結晶の性質について，復習する。
・金属結晶の構造について理解する。
・イオン結晶の構造について理解する。
・共有結合の結晶の構造について理解する。
・分子結晶の構造について理解する。
・非晶質について理解する。

期末考査

中間考査
第２節
気体の性質

①気体の法則
②気体の状態方程式
③理想気体と実在気体

・ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャル
　ルの法則を理解し，その応用を学習する。
・気体の状態方程式を理解し，分子量の測定法に活
　用できることを学習する。また，全圧と分圧を学
　習し，混合気体の平均分子量を理解する。
・理想気体と実在気体との違いを理解する。

第Ⅰ章
物質の状態

第１節
物質の状態変化

①物質の三態とその変化
②気体分子の熱運動と
　圧力
③飽和蒸気圧と
　蒸気圧曲線

・物質の三態の変化を復習し，その変化に伴う熱の
　出入りを理解する。
・物質の沸点・融点を分子間力や化学結合と関連付
  けて理解する。
・気体の圧力が気体分子の熱運動と密接に関係する
　ことを理解する。
・状態間の平衡と温度や圧力との関係について理解
　する。

学習内容や学習活動 評価の材料等

第２節
電池・電気分解

②電気分解
③電気分解の応用

・電気エネルギーを取り出す電池のしくみを酸化還
　元反応と関連付けて理解する。
・外部から加えた電気エネルギーによって電気分解
　が起こることを，酸化還元反応と関連付けて理解
　する。
・反応に関与した物質の変化量が流れた電気量に比
　例することを理解する。
・電気分解の利用として，電解精錬や溶融塩電解を
　理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第Ⅱ章
物質の変化
と平衡

単元名 学習項目

令和７年度　理科　「化学研究α」シラバス

単位数 ２　単位 学科・学年・学級 普通科　２年Ａ組ＳＳＨコース

教科書
高等学校　化学
（第一学習社）

副教材等
　　セミナー化学基礎＋化学　　　　  （第一学習社）
　　サイエンスビュー化学総合資料　  （実教出版）
　　Let's Try NOTE 化学Vol.3無機物質（東京書籍）

　化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，化学的な
事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)　化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付け
る。
(2)　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
(3)　化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。



学
期

月

後
期

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

④16族元素
⑤15族元素
⑥14族元素
⑦無機化学工業

・酸素・硫黄とその化合物について，性質や用途を
　理解する。
・窒素，リンとその化合物について，性質や用途を
　理解する。
・炭素，ケイ素とその化合物について，性質や用途
　を理解する。
・無機物質の製法について，理解する。

下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度)に評価します。
(1)授業への取組
　授業に対する姿勢，学習態度，化学への関心等で判断する。
(2)ノート等の記載内容
　授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。
(3)観察・実験等
　観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。
(4)教科書・問題集の問題
　各問題への取組，取り組んだ内容から評価する。
(5)中間・定期考査
　学習内容に合わせて問題を出題する。

１　日常生活の中で使用する製品や身の周りで起こる化学現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。

知識・技能
化学の基本的な概念や原理・法則を理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する操作や記録などの技能を身に付けている。

思考・判断・表現
化学的な事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

化学的な事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

期末考査

第Ⅲ章
無機物質

第１節
周期表と
元素の性質

①元素の分類と性質
②化合物の性質と周期表

・元素の分類を理解する。
・典型元素の性質は周期表と関連させて整理できる
　ことを理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第２節
非金属元素

①水素
②18族元素
③17族元素

・水素とその化合物について，性質や用途を理解す
　る。
・貴ガスについて，性質や用途を理解する。
・ハロゲンとその化合物について，性質や用途を理
　解する。

第１節
化学反応と
熱・光

①化学反応と
　エンタルピー変化
②ヘスの法則
③結合エネルギー
④化学反応と光
⑤エントロピー

・化学反応の前後における物質のもつ化学エネルギ
　ーの差が熱の発生や吸収となって現れることを理
　解する。
・ヘスの法則を理解する。
・結合エネルギーを理解する。
・化学反応には，光を放出・吸収するものがあるこ
　とを理解する。
・吸熱反応が自発的に進む要因について理解する。

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第４節
溶液の性質

①溶解と溶液
②希薄溶液の性質
③コロイド

・溶解のしくみを理解し，固体および気体の溶解度
　を溶解平衡と関連付けて理解する。
・凝固点降下，沸点上昇，浸透圧の定量的な扱いを
　理解する。
・コロイドを理解し，その溶液の性質を理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査第Ⅱ章

物質の変化
と平衡



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

期末考査

1,個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。
2,健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，
目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。
3,生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

3生涯を通じる健康 1 思春期と健康

2 性意識の変化と性行動
の選択

3 結婚生活と健康

4 妊娠・出産と健康

 思春期における心身の発達や性的成熟について理解
する。思春期に起こりやすい健康課題について理解す
る。

 自分の行動への責任感や異性の理解と尊重の必要性
について理解する。性行動の選択には性情報への適切
な対処が必要であることを理解する。

 結婚生活と健康との関係について理解する。結婚生
活における夫婦関係，親子関係による健康への影響に
ついて理解する。

　受精，妊娠，出産の過程と，それに伴う健康課題に
ついて理解する。妊娠・出産期に活用できる母子保健
サービスについて理解する。

 【評価方法，課題・提
出物等】

 学期末考査の成績

 プリント・ワークシー
トや提出物の内容

 学習活動への参加の意
欲や状況等を総合的に
評価します。

中間考査

5 家族計画

6 加齢と健康

7 高齢社会に対応した取
り組み

8 働くことと健康

9 労働災害の防止

10 働く人の健康づくり

 家族計画の意義について理解する。人工妊娠中絶が
心身へ与える影響について理解する。

 加齢による心身の変化や，高齢期の健康課題につい
て理解する。若年期の生活習慣が中高年期の健康に影
響することを理解する。

 高齢社会における健康課題について理解する。高齢
者の暮らしや健康を支えるために必要な社会の取り組
みについて理解する。

 働くことの意義と働き方の多様化について理解す
る。働く人における健康問題について理解する。

 労働環境の変化に伴い，労働災害の要因も変化して
いることを理解する。労働災害を防止するための様々
な取り組みについて理解する。

 職場での心身両面にわたる積極的な健康づくり活動
について理解する。働く人の健康には余暇の活用など
生活の質の向上も重要であることを理解する。

令和７年度　保健体育科　「保健」シラバス

単位数 １単位 学科・学年・学級 普通科・理数科　２年A組～H組

教科書 新高等保健体育　(大修館書店) 副教材等 なし



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス，授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。
【評価方法，課題・提出物等】
学期末考査の成績，プリント・ワークシートや提出物の内容，学習活動への参加や状況等を総合的に評価します。
【年間の学習状況の評価方法】
　「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点にもとづいて評価された各学期の成績を総合
して，学年の学習成績とします。

　｢保健｣は，｢健康を保つ｣ことを取り扱う授業で，毎週１時間の授業が行われます。健康問題がテレビや新聞等で大きく取り扱われ
る現状の中で，正しい情報を取り入れ適切な生活行動を選択できるようになることが求められています。
　｢保健｣では，自分や家族の健康を保持増進するための基本的な事項を理解するだけでなく，日常生活の中の課題を見つけ出し解決
の方法を導き出すことが出来るような授業を展開します。
　日常生活において，空気と同じように，あって当然，なくなると困るもの，それが健康です。毎日の生活の中で｢身体の健康｣｢心の
健康｣に目を向けましょう。

知識・技能 現代社会と健康，安全な社会生活について，課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解している。

思考・判断・表現
現代社会と健康，安全な社会生活について，課題の解決を目指して総合的に考え，判断し，
それらを表している。

主体的に学習に
取り組む態度

現代社会と健康，安全な社会生活について，課題の解決を目指して粘り強い取組を行おうとし，
自らの学習を調整しようとしている。

期末考査

後
期

7 保健制度とその活用

8 医療制度とその活用

9 医薬品の制度とその活用

10 様々な保健活動や対策

11 誰もが健康に過ごせる社
会に向けた環境作り

 保健行政の役割について理解する。健康の保持・増進には
保健サービスの適切な活用が必要であることを理解する。
 医療保険の仕組みについて理解する。医療サービスの適切
な活用方法について理解する。
 医薬品には承認制度や販売に関する規制が設けられている
ことについて理解する。医薬品は，使用法に関する注意を守
り，正しく使う必要があることを理解する。
 日本や世界では健康課題に対応した保健活動や対策が行わ
れていることを理解する。国際機関や民間機関などにより行
われている様々な保健活動や対策について理解する。
 自他の健康の保持・増進には健康を支える環境づくりが重
要であることを理解する。健康を支える環境づくりへの積極
的な参加が自他の健康につながることを理解する。

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

4健康を支える環
境づくり

1 大気汚染と健康

2 水質汚濁・土壌汚染と健康

3 健康被害を防ぐための環境
対策

4 環境衛生に関わる活動

5 食品の安全性と健康

6 食品の安全性を確保する取
り組み

 大気汚染による健康への影響について理解する。地球規模
で起きている大気環境の問題について理解する。

 水質汚濁による健康への影響について理解する。土壌汚染
による健康への影響について理解する。

 環境汚染による健康への影響を防ぐために行われている対
策について理解する。産業廃棄物の処理や新たな環境汚染の
課題について理解する。

 安全な水の確保のために必要な上下水道の整備の現状と課
題について理解する。生活環境を保全するためのごみ処理の
現状と，今後の課題について理解する。

 食品の安全性が損なわれると健康被害が生じる可能性があ
ることを理解する。人々の健康を支えるためには食品の安全
性の確保が重要であることを理解する。

 食品の安全性を確保するための行政や生産・製造者の役割
について理解する。食品による健康被害を防ぐために私たち
消費者が果たす役割について理解する。

 【評価方法，課題・提
出物等】

 学期末考査の成績

 プリント・ワークシー
トや提出物の内容

 学習活動への参加の意
欲や状況等を総合的に
評価します。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

1,運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続する
ことができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けら
れるようにする。
2,生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。
3,運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を育てる。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

体つくり運動

選択体育

水泳

体育理論

体つくり運動

屋外スポーツ
　テニス

　サッカー
　ソフトボール
屋内スポーツ

　卓球
　バレーボール

　バスケットボール
　バドミントン

武道
　柔道
　剣道

水泳
　泳力測定
　時間泳

運動・スポーツの学び方

 さまざまな健康の考え方自己の体力や生活に応じ
て，体の調子を整える等のほぐしの運動を中心に行
います。

前期・後期で１種目ずつ（計２種目）を選択しま
す。
種目の特性を理解し，自己やグループの能力に応じ
た課題の発見・解決を目指し，皆で協力し計画を立
て，実践していきます。

運動・スポーツの楽しさや喜びを味わうことができ
るよう，自ら進んで活動します。

今ある技能，泳力を測定します。
今できる泳ぎ方でより長く泳ぐことに挑戦して水泳
の楽しさや喜びを味わえるようにします。
より高度な技能の習得と，新たな泳法の習得を行
い，自己の課題解決をするなど泳法の高まりに応じ
て競泳の仕方を工夫します。
記録に挑戦して，技能を高めます。
・４泳法選択練習
・キック，プル，コンビ，ターン練習
・タイム測定

運動やスポーツの効果的な学習の仕方について学習
します。また，健康を成り立たせている要因につい
て説明できるようにします。

 課題カード等

出欠
グループノート
参加意欲・態度
スキルテスト

出欠
参加意欲・態度
時間泳距離測定

タイム測定

見学レポート

教科書 新高等保健体育 副教材等 なし

令和７年度　保健体育科　「体育」シラバス

単位数 2単位 学科・学年・学級 普通科・理数科　2年A組～H組



学
期

月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス，授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。

安全に楽しく運動することが大切です。運動するのにふさわしい指定の服装に心がけ自己の能力を最大限発揮できるよう努力しま
しょう。また，生涯を通じて運動に親しむことができるよう運動の方法や理論なども身につけられるようにしましょう。スキルテ
ストで高得点を取ることが目標ではなく，様々な運動技能の発達を促すことを目指し，仲間との関わりを大切にしながら展開して
いきます。

知識・技能
選択した種目で必要とする技術，体力やその高め方，動きや改善のポイント，仲間と継続的に活発に活
動するための調整の仕方等を理解し身に付けている。

思考・判断・表現
自己や仲間が継続的にスポーツと多様に関わる中で広い視野に立って課題を発見できる。自ら計画を立
て実践し課題の解決に向け工夫し努力できる。その課題について思考・判断したことを言葉や動作で表
現でき，理論的に伝えることができる。

主体的に学習に
取り組む態度

それぞれの種目の活動を通して運動の特性を理解し，その楽しさや喜びを深く味わうことができる。公
正に取り組み，互いに協力して自己の責任を果たすことができる。運動やスポーツを継続して実践でき
る意欲がある。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

選択体育

陸上競技

体つくり運動

屋外スポーツ
　テニス

　サッカー
　ソフトボール
屋内スポーツ

　卓球
　バレーボール

　バスケットボール
　バドミントン

武道
　柔道
　剣道

持続走

体つくり運動

前期の選択種目と異なる種目を選択し，前期で学ん
だことを基礎に，種目の特性を理解し，計画や目標
を立て自ら進んで学習します。

距離走を行い，自分の能力に応じたペースで走り，
記録の向上を目指します。
心肺機能を高める運動を行うことにより，健康の保
持増進につながる活動を，自らの生活の中で実践で
きる態度や能力を身につけます。

自己の体力や生活に応じて，体の調子を整える等の
ほぐしの運動を中心に行います。

出欠
グループノート
参加意欲・態度
スキルテスト

出欠
タイム測定

見学レポート

課題カード等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

後
期

歌唱 ・野ばら ・ドイツリートの特徴を理解して歌う。
・歌詞の意味や音楽記号・用語の意味を理解し、表
情豊かに歌う。

観察、プリント
実技試験

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

器楽
創作

・器楽曲の創作 ・和音進行を理解し、多声部の旋律を創る。
・作曲した作品を、表現を工夫して演奏する。

観察、プリント
実技試験

・ミュージカルの特徴を感じ取って鑑賞する。 観察、プリント

器楽 ・器楽アンサンブル ・基本的な奏法を身に付け、演奏する。
・音楽表現を工夫し、演奏する。
・他の音を良く聴きながら、アンサンブルする。

観察、プリント
実技試験

鑑賞 ・オペラ座の怪人

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

鑑賞 ・歌劇「カルメン」 ・オペラの特徴を理解して鑑賞する。
・時代背景や作曲者について理解し、音楽の特徴を
感じ取って鑑賞する。

観察、プリント

器楽 ・ピアノ、電子ピアノ、
キーボード

・自由曲を選曲し、演奏する。 観察、プリント
実技試験

　音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と深く関わる資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
（１）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めるとともに、創意工夫を
生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
（２）個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴くことができるように
する。
（３）主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽文化
に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

歌唱 ・糸 ・音符や休符の意味を理解し、読譜能力を高める。
・正しい姿勢、正しい発声、正しい音程とリズムを
身に付ける。
・仲間と協働し、美しいハーモニーを作る。

観察、プリント

器楽 ・キーボード ・指のトレーニング、ハノンより１番～３番
・ハノンより４番～６番
・ハノンより７番～９番
・ハノンより１番～９番を変奏

観察、実技試験

令和７年度　　　　　芸術　　「音楽Ⅱ」シラバス

単位数 2 学科・学年・学級 普通科　２年Ｂ組

教科書 MOUSA２ 副教材等 なし



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

思考・判断・表現
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、どのように表すかについて独自の表現意図をもったり、
音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴いたりしている。

主体的に学習に
取り組む態度

・主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

　音楽を通して豊かな表現力を身に付け、自分の感じたことを自由に表現する喜びを学んでください。表現領域（歌唱、器
楽、創作）では、発表会形式の実技試験を行います。人前で自己表現する力を身に付けましょう。鑑賞では、ただ聴く・観る
だけでなく、楽曲が作られた時代や作曲者の人物像を学び、それが楽曲にどう影響しているかを考えながら授業に臨んでくだ
さい。
　音楽は人生に彩りを与えてくれます。様々な音楽に触れ、人生を豊かにし、一緒に「音」を「楽」しみましょう。

知識・技能

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めてい
る。
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表してい
る。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

学
期

月

9

10

12 作品鑑賞会 　生徒相互で作品を鑑賞し、作者の意図や表現の
工夫を感じ取り、鑑賞プリントにまとめる。

けがき

面取り

荒削り

かたちを整える

細部の彫刻

紙ヤスリ

・授業態度
・制作活動の様子
・作品
・鑑賞プリント

着彩

前
期
後
半
～

後
期
前
半

工芸彫刻

リアル木彫

彫刻の歴史
他者の作品から創造的な表現の工夫を感じ取り
ワークシートにまとめる。

制作計画を練る

・授業態度
・制作活動の様子
・作品
・鑑賞プリント

イメージスケッチ
無作為に選び出した単語を写実的に描く練習をし
た後、構図やバランスを考えながら、現実にはあ
り得ない架空の世界や超現実的な世界を表現でき
るよう作品イメージを練る。

シュルレアリスム作品制作
イメージスケッチを元に本作品をキャンバスに制
作、着彩まで施す。

アイディアデッサン
作りたい題材を決め、様々な角度からデッサンを
し、題材の形の成り立ちを理解する。

本作品制作

作品鑑賞
他者の作品から創造的な表現の工夫を感じ取り
ワークシートにまとめる。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

木彫制作
木材の全面に下書きを施し、彫刻刀の扱い方に注
意しながら彫り進める。
大体の形ができあがってきたら、題材の質感に合
わせサンドペーパーで磨く。

・授業態度
・制作活動の様子
・スケッチブック
・作品
・鑑賞プリント

１，対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに意図に応じて表現方法を創意工夫し個性豊かで創造的に
表すことができるようにする。

２，創造的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個性豊かに発想し、構
想を練ったり、自己の価値意識を高めて美術に関する見方、感じ方を深める。

３，主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性と美意識を高め、美
術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期 絵画表現

シュルレアリス
ムに挑戦

シュルレアリスムとは 作品鑑賞
教科書、参考作品などを鑑賞ながら、シュルレア
リスムについて学習し、多様なイメージの組み合
わせによる絵画表現方法を理解する。

・プリント
・発言内容

本作品制作

教科書 高校生の美術２ 副教材等

令和７年度　　　芸術科　　「　美術Ⅱ　」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 ２年　B　組



学
期

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

 美術Ⅱの授業では美術Ⅰで学んだ事の発展となります｡美術Ⅰの授業を思い出し、身につけた技術を無駄にせず応
用していきましょう。しかし、なによりも大切なのは自分の世界観を大切にしていくことです。、自分なりの表現
方法をこの１年で模索していきましょう。

・授業内容や時間配分などは，作品の進行状況によって変更する場合があります。

知識・技術
・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造的に表している。

思考・判断・表現

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考える事ができ
る。
・自ら主題を生成し個性豊かに発想し構想を練っている。
・自己の価値感を高め、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

主体的に学習に
取り組む態度

・主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしている。
・感性と美意識を高め、美術文化に親しもうとしている。

　生徒相互で作品を鑑賞し、作者の意図や表現の
工夫を感じ取り、鑑賞プリントにまとめる。

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から総合的に評価する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期 版画

スクラッチアー
ト

本作品制作

原画作成

転写

スクラッチ

着彩

スクラッチ技法の特徴を理解し、その特徴を生か
した原画を考える。

原画をトレーシングペーパーに転写する。

スクラッチニードルを使い彫る

裏面に着彩
・授業態度
・制作活動の様子
・作品
・鑑賞プリント

作品鑑賞会



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

・日常生活に溶け込む書の表現方法を考える。

生活の中の書
作品制作③
（ろうけつ染め）

・墨汁を用いたろうけつ染め作品を制作する。

・印袴の意義と制作手順を学ぶ。

作品制作②
（篆刻）

・自分の名前を用いた姓名印を制作する。

・提出作品

作品制作①
（半紙倣書）

・各自で古典を選択し、倣書作品を制作する。

・制作した作品を相互鑑賞する。

書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、
生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）書の表現の方法や形式、多様性などについて理解を深めるとともに、
　　 書の伝統に基づき，効果的に表現するための技能を身に付けるようにする。
（2）書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、
     作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。
（3）主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、
     感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期 漢字の書 臨書 ・篆書、隷書、草書の古典臨書。

・学習活動への
  参加状況や態度

・ワークシートの
  記入状況

令和７年度　　　　　普通科・理数科　　「　書道Ⅱ　」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科・２年次・Ｂ組

教科書 書Ⅱ（光村図書） 副教材等



学
期

月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３観点から評価規準に従い、総合的に評価します。

・書道Ⅱの授業では倣書や創作といった作品制作が中心となります。
　書道Ⅰで学んだ知識・技術を活用し、自分らしい作品や日常に溶け込む作品制作しましょう。
　そして、書による自己表現を楽しみ味わいましょう。
・作品制作は構想→試行錯誤(練習)→鑑賞の流れで進め、鑑賞から得たものを次の作品に生かすことが大事です。
　完成品だけでなくそこに至るまでの過程も記録・保管しておきましょう。
・美しいものを美しいと感じる心を一緒に育てていきましょう。自らの感性を大切に、様々な書を鑑賞することが第一歩です。
・文房四宝は丁寧に取り扱い、使用後のお手入れを怠らないことが上達への近道です。

知識・技能
・書の表現の方法や形式、書表現の多様性について理解を深めている。
・書の伝統に基づき、作品を効果的に表現するための技能を身に付け、表している。

思考・判断・表現
書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、
作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい深く捉えたりしている。

主体的に学習に
取り組む態度

主体的に書の表現及び鑑賞の創造的な活動に取り組もうとしている。

漢字の書
作品制作⑦
（写経）

・写経作品の制作を通じて、
  写経の注意点や知識、金泥の扱いについてを学ぶ。

・完成した作品を相互鑑賞する。

・完成した作品を相互鑑賞する。

仮名の書
作品制作⑥
（色紙箋）

・散らし書きの知識と技術を学び、作品を制作する。

生活の中の書
作品制作⑤
（カレンダー）

・臨書作品もしくは創作作品を制作する。

・完成した作品を相互鑑賞する。 ・提出作品

後
期

漢字の書
仮名の書

作品制作④
（半切1/4）

・作品を制作し、表装する。
・学習活動への
  参加状況や態度

漢字仮名交じり
の書 ・注意点等、表装に関する知識と技術を学ぶ。

・ワークシートの
  記入状況

・手書きのよさや楽しさを知り、
  効果的な表現方法を考える。

・完成した作品を相互鑑賞する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画

聞 読 取 発 書

知 ○ ○

思 ○ ○

態

知 ○ ○

思 ○ ○

態

○ ○

令和７年度　外国語「英語コミュニケーションⅡ」シラバス　

単位数 ４単位 学科・学年・学級 普通科・理数科　２年Ａ組～Ｈ組

教科書 CROWN English Communication Ⅱ（三省堂） 副教材等

英単語ターゲット1900 (旺文社）
英語速読×即解テスト Active Reader Upper-Intermediate （いいず

な書店）

基礎英文解釈の技術１００（桐原書店）

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解し
たり、適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

前期学習指導計画

月 育成する資質能力 （CAN-DO記述） 学習項目
（教材名等）

学習内容や学習活動
（言語活動等）

評
価
の
観
点

領域

評
価
項
目
数

主な評価規準
（評価方法）

○

5

●アジアの国々の子どもたちへ絵本を届け
る活動や、その他のボランティア活動につ
いて、理解して考えを深めることができ
る。

●ボランティア活動について、意見を交換
したり、書いて伝えたりすることができ
る。

Lesson 2

One Book

Can

Empower

A Child

[L]写真を参考にしながら必要な情
報を聞き取る。
[R]雑誌記事を読んで、必要な情報
を読み取りる。
[S]与えられた表現を参考に情報や
考え、気持ちなどを詳しく伝え合
う。
[W]多様な語句や文を用いて、情報
や考え、気持ちなどを論理性に書い
て伝えることができる。

知 ○

○ ○

15思 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

態 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

15○

態

15思 ○ ○ ○ ○ ○

中間考査 4

6

●バイオミミクリーや自然と人間の共存に
ついて、理解して考えを深めることができ
る。

●バイオミミクリーの発明品について、意
見を交換したり、書いて伝えたりすること
ができる。

Lesson 7

Why

Biomimicry?

[L] 自然と人間の共存についての対
話を聞いて、概要や要点を捉える。
[R]バイオミミクリーについての論
説文を読んで、概要や要点を捉え
る。
[S]バイオミミクリーを使った身の
周りの発明品について、考えや気持
ちなどを伝え合う。
[W]バイオミミクリーについて、文
章で詳しく書いて伝える。

知 ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

3思 ○7

●植物に関連する祖父との思い出や娘の成
長についての物語を読んで、物語の必要な
情報を読み取り、文章の展開や書き手の意
図、登場人物の心情を把握することができ
る。

●物語を読んで、物語の内容について意見
を交換したり、書いて伝えたりすることが
できる。

Reading 1

The Day We

Planted Hope

[R]植物に関連する祖父との思
い出や娘の成長についての物語
を読んで、必要な情報を読み取
り、文章の展開や書き手の意
図、登場人物の心情を把握する
ことができる。

知 ○

態 ○

15思 ○ ○ ○ ○9

●障がい者のために活動するジョシュ・グ
リズデイルさんの活動や、観光バリアフ
リーについて、理解して考えを深めること
ができる。

●観光バリアフリーについて、意見を交換
したり、書いて伝えたりすることができ
る。

Lesson 3

Accessible

Japan

[L]旅行プランについての対話
を聞いて、話の展開を捉える。
[R]障がい者のために活動する
人についてのエッセイを読み、
書き手の意図を把握する。
[S]旅行プランについて、詳し
く話して伝え合う。
[W]旅行プランについて、詳し
く書いて伝える。

知 ○

○

態 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

期末考査 4

・定期考査
・単語テスト
・スピーキングテスト

・ワークシート記
述
・課題レポート
・授業内活動
　　　　　　など

○ ○ ○ ○4

●翻訳できないことばなどについて、理解
して考えを深めることができる。

●英語のことわざなどについて、意見を交
換したり、書いて伝えたりすることができ
る。

Lesson 1

Lost in

Translation

[L] 写真を参考にしながら必要
な情報を聞き取る。
[R] 翻訳できないことばに関す
る文章を読み、必要な情報を読
み取る。
[S] 不定詞の受け身を用いて、
考えを話して伝える。
[W] 多様な語句や文を用いて、
考えや気持ちなどを論理性に書
いて伝える。

知 ○

思



聞 読 取 発 書

知 ○ ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○

知 ○ ○
思 ○ ○
態

知 ○ ○
思 ○ ○
態

後期学習指導計画

月 育成する資質能力 （CAN-DO記述） 学習項目
（教材名等）

学習内容や学習活動
（言語活動等）

評
価
の
観
点

領域
評
価
項
目
数

主な評価規準 （評価方法）

10

●貫戸朋子医師の活動と決断や、その他の重大な
決断を迫られる人々について、理解して考えを深
めることができる。

●貫戸朋子医師の決断について、意見を交換した
り、書いて伝えたりすることができる。

Lesson 4

Crossing the

Border

[L]重大な決断を迫られる人につい
ての対話を聞き、話し手の意図を捉
える。
[R]貫戸医師の体験についての文か
ら、必要な情報を読み取る。
[S]貫戸医師の決断への賛否につい
て、考えや気持ちを詳しく伝え合
う。
[W]貫戸医師の決断について、情報
や考えなどを論理性に詳しく書いて

知 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○

○ ○

15思 ○ ○ ○ ○ ○

思 ○ ○ ○ ○

知 ○

○ ○

12

●航空トラブルについての物語を読んで、
物語の必要な情報を読み取り、文章の展開
や書き手の意図、登場人物の心情を把握す
ることができる。

●物語を読んで、物語の内容について意見
を交換したり、書いて伝えたりすることが
できる。

Reading 2

 Miracle on

the Hudson

[L]航空トラブルについての物
語から、必要な情報を聞き取
る。
[R]航空トラブルについての物
語を読み、文章の展開や書き手
の意図、登場人物の心情を把握
する。

9

中間考査 4

○

態 ○ ○ ○ ○ ○

11

●メンタル・タフネスの考え方について、
理解して考えを深めることができる。

●メンタル・タフネスの活用について、意
見を交換したり、書いて伝えたりすること
ができる。

Lesson 5

Mental

Toughness

[L]効果的なセルフ・トークについ
ての対話を聞き、話し手の意図を捉
える。
[R]メンタル・タフネスについての
雑誌記事から、必要な情報を読み取
る。
[S]困難な状況において役立つセル
フ・トークについて、考えを伝え合
う。
[W]日常のさまざまな状況でのメン

○ ○ ○ ○

15

15思 ○ ○ ○ ○1

●サグラダファミリアの主任彫刻家、外尾悦郎さ
んの生き方や職業選択について、理解して考えを
深めることができる。

●職業選択について、意見を交換したり、書いて
伝えたりすることができる。

Lesson 6

Walking in

Gaudí’s

Footsteps

[L]法隆寺の修復に宮大工として携
わった西岡常一さんについての音声
から、話の展開を捉える。
[R]外尾悦郎さんについての記事か
ら、書き手の意図を把握する。
[S]職業を選ぶ際の優先事項につい
て、考えや気持ちを詳しく伝え合
う。
[W]自分に合う職業についての考え
を詳しく書いて伝える。

知 ○

○

態 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

期末考査 4

評価の観点 聞くこと 読むこと 話すこと（やり取り） 話すこと（発表） 書くこと

・定期考査
・単語テスト
・スピーキングテスト

・ワークシート記
述
・課題レポート
・授業内活動
　　　　　　など

15思 ○ ○ ○ ○
2
・
3

●コートジボワールのカカオ農園の女性たちの活
動やフェアトレードについて、理解して考えを深
めることができる。

●フェアトレードが取り組む問題について、意見
を交換したり、書いて伝えたりすることができ
る。

Lesson 8

Invisible No

Longer

[L]チョコレートの市場規模とカカ
オ農園で働く人の賃金についての対
話から、概要や要点を捉える。
[R]コートジボワールのカカオ農園
の女性たちの活動についての文章か
ら、概要や要点を捉える。
[S]be to不定詞を用いて、考えや気
持ちを伝え合う。
[W]フェアトレードについての考え
を書いて伝える。

知 ○

○

態

思考
・

判断
・

表現

場所・目的・状況などに応
じて、日常的・社会的な話
題について、聞き取った情
報や考えなどを外国語で的
確に理解している。

場所・目的・状況などに応
じて、日常的・社会的な話
題について、読み取った情
報や考えなどを外国語で的
確に理解している。

場所・目的・状況などに
応じて、日常的・社会的
な話題について、情報や
考えなどを外国語で的確
に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

場所・目的・状況などに
応じて、日常的・社会的
な話題について、情報や
考えなどを外国語で的確
に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

場所・目的・状況などに応
じて、日常的・社会的な話
題について、情報や考えな
どを外国語で的確に描こう
と書こうとしている。

知識
・

技能

実際のコミュニケーション
において活用できる知識・
技能を身につけている身に
つけている。

外国語で書かれた文章を読
む場面において活用できる
知識・技能を身につけてい
る身につけている。

実際のコミュニケー
ションにおいて活用で
きる知識・技能を身に
つけている身につけて
いる。

実際のコミュニケー
ションにおいて活用で
きる知識・技能を身に
つけている身につけて
いる。

外国語で書かれた文章を書
く場面において活用できる
知識・技能を身につけてい
る身につけている。

評価の方法
定期考査/単語テスト/授業内活動などを上記３観点に基づき、総合的に評価し
ます。
普通科と理数科とでは、評価の方法が異なります。

担当者からのメッセージ
（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたっ

て守ってほしい事項など）

辞書は毎回必ず持参しましょう。予習よりも復習の方が大切です。
教科書は皆さんの様子を見ながら、臨機応変に進めます。

主体的に
学習に

取り組む
態度

他者を尊重し、話し手に配
慮しながら外国語で聞いた
ことを活用し、表現しよう
としている。

他者を尊重し、書き手に配
慮しながら外国語で読んだ
ことを活用し、表現しよう
としている。

他者を尊重し、聞き手・
話し手に配慮しながら外
国語で聞いたり、読んだ
りしたことを活用して自
分の意見や考えなどを話
そうとしている。

他者を尊重し、聞き手に
配慮しながら外国語で聞
いたり、読んだりしたこ
とを活用して自分の意見
や考えなどを伝えようと
している。

他者を尊重し、読み手に配慮
しながら外国語で聞いたり、
読んだりしたことを活用して
自分の意見や考えなどを書こ
うとしている。



１　学習の到達目標

２　学習の計画

聞 読 取 発 書

4

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

知 ○ ○

5

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度　外国語 「論理・表現Ⅱ」シラバス　

単位数

教科書

「論理・表現Ⅰ」の学習内容を踏まえ、「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」を中心とした統合的な言語活
動を通して、発信能力を強化するための発展的な活動を行うとともに、論理の構成や展開を工夫して詳しく伝えたり、伝え合ったり
することができる能力を養う。

前期学習指導計画

月
育成する資質能力
（CAN-DO記述）

学習項
目

（教材
名等）

学習内容や学習活動
（言語活動等）

評
価
の
観
点

領域

Vision Quest  English Logic and Expression II

Ace（啓林館）

２単位

評
価
項
目
数

主な評価規準
（評価方法）

教科書準拠ワークブック（啓林館）、 Vision Quest 総合英語 Ultimate 2nd
edition（啓林館）、 Vintage 英文法・語法 4th Edition（いいずな書店）、

大学入学共通テストリスニング分野別10 min.（エミル出版）

普通科・理数科　２年A組～H組学科・学年・学級

副教材等

スポーツの歴史について書かれた文章を読んで、時
を表す表現の概念を理解する。

現在・過去・未来を表すために、適切な動詞の形や
文の構造を用いる。

自分の好きなアスリートと業績について、パラグラ
フの構成に意識して詳しく書いて伝える。

例示・追加のパターンを用いた論理的なパラグラフ
の構成やつなぎの言葉を適切に用いて、書いて伝え
る。

Lesson 3

Who is

the best

athlete?

[話題] スポーツ

[言語] 時を表す

[表現] 好きなアスリートと
業績[書くこと]

[論理] パラグラフ（例示・
追加）

10

中間考査

・ワークシート
・発表原稿
・文法ワーク
ブックなどの提
出物

・パフォーマン
スの内容や態度

[話題] 学校生活

[言語] 適切な動詞を用いる

[表現] 好きな学校行事［書
くこと］

[論理] パラグラフ（パラグ
ラフの基本構成／列挙・順
序）

8

3

学校で新しい友達を作る方法について書かれた文章
を読んで、適切な動詞の使い分けについて理解す
る。

自動詞と他動詞を使い分けたり、群動詞を適切に用
いたりして文を組み立てる。

自分の高校の行事について紹介する文章を、パラグ
ラフの構成に意識して詳しく書いて伝える。

パラグラフの基本構成を学び、列挙・順序のパター
ンを用いた論理的な構成やつなぎの言葉を適切に用
いて、書いて伝える。

子供の理想の仕事について書かれた文章を読んで、
適切な主語の使い方を理解する。

主語の選択や主語になる名詞句、形式主語の概念を
理解し、適切な文を組み立てる。

自分の目標と達成のために必要なことについて、文
と文のつながりを意識して書いて伝える。

先行する文の内容を代名詞の置き換えやthisで受け
たり、つなぎの言葉を用いたりすることで、文と文
の論理関係を適切に使用する。

Lesson 1

What is

your

future

goal?

[話題] 将来の目標

[言語] 適切な主語を用いる

[表現] 目標と達成[書くこ
と]

[論理] 文と文をつなぐ

Lesson 2

What

school

events do

you

have?



6

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

7

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

9

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

聞 読 取 発 書

10

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

異文化理解の重要性について書かれた文章を読ん
で、関係詞によって情報が追加された文の構造を理
解する。

関係代名詞や関係副詞を用いた文の構造を理解し、
文を組み立てる。

訪れたい国とその国の文化について、自身の主張や
理由の根拠を示して、詳しく書いて伝える。

主張や理由の根拠となる情報を示し、資料や他者の
言葉の引用や出典を表す表現を適切に用いて、書い
て伝える。

第二か国語や外国語としての英語について書かれた
文章を読んで、語句や文を修飾して情報を追加する
様々な文の構造を理解する。

形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞の修飾
を用いた適切な文の形や構造を理解し、文を組み立
てる。

日本の第二公用語としての英語の導入の賛否に関す
る記事を読んで、文章全体の概要と構成を理解し、
まとめる。

精読と多読の２つの読解方法について書かれた記事
を読んで、文章全体の構成と要点・要約をまとめる
手順を理解する。

Lesson 7

Do all

Japanese

people

need to

speak

English?

[話題] 言語教育

[言語] 情報を加える(1)

[表現] 第二公用語としての
英語[書くこと]

[論理] リーディングの要約

4

・ワークシート
・発表原稿
・文法ワーク
ブックなどの提
出物

・パフォーマン
スの内容や態度

後期学習指導計画

月
育成する資質能力
（CAN-DO記述）

学習項
目

（教材
名等）

学習内容や学習活動
（言語活動等）

評
価
の
観
点

領域
評
価
項
目
数

主な評価規準
（評価方法）

Lesson 6
What are

some

culture

differences?

[話題] 文化

[言語] 情報を加える (2)

[表現] 訪れたい国と文化
[書くこと]

[論理] 主張や理由の根拠を
示す

4

期末考査

・ワークシート
・発表原稿
・文法ワーク
ブックなどの提
出物

・パフォーマン
スの内容や態度

エネルギーの使い過ぎについて書かれた文章を読ん
で、名詞を修飾して情報を追加する様々な文の構造
を理解する。

形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞の修飾
を用いた適切な文の形や構造を理解し、文を組み立
てる。

エネルギーの使い過ぎによって引き起こされる問題
について、パラグラフの構成に意識して、自分の意
見や主張を書いて伝える。

原因・理由・結果について述べる論理的なパラグラ
フの構成やつなぎの言葉を適切に用いて、書いて伝
える。

Lesson 5

How

does

overusing

energy

affect us?

[話題] 環境問題

[言語] 情報を加える (1)

[表現] エネルギーの使い過
ぎによって引き起こされる
問題[書くこと]

[論理] パラグラフ（原因・
理由・結果）

4

ソーシャルメディアの使用で気を付けるべき点につ
いて書かれた文章を読んで、様々な助動詞の概念と
文の構造を理解する。

義務・必要・推量を表すために、助動詞を用いた適
切な文の形や構造を理解し、文を組み立てる。

ソーシャルメディアの利点と欠点の比較について、
パラグラフの構成に意識して、自分の意見や主張を
書いて伝える。

比較・対照のパターンを用いた論理的なパラグラフ
の構成やつなぎの言葉を適切に用いて、書いて伝え
る。

Lesson 4

Is social

media

safe?

[話題] 情報時代

[言語] 義務・必要・推量を
表す

[表現] ソーシャルメディア
の利点と欠点[書くこと]

[論理] パラグラフ（比較・
対照）

4



11

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

12

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

1

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

2

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

3

知 ○ ○

思 ○ ○ ○

態 ○ ○ ○ ○ ○

期末考査

中間考査

Lesson 9

What if

you were

rich?

[話題] 願望

[言語] 条件と仮定を表す

[表現] 想像上の状況[書く
こと]

[論理] スピーチ[話すこと
（発表）]

Lesson

11

What is a

healthy

life?

[話題] 健康

[言語] 比較を表す

[表現] 睡眠時間の賛否[書
くこと]

[論理] ディベート[話すこ
と（やり取り）]

健康とストレスについて書かれた文章を読んで、比
較を表す表現を用いた文の構造を理解する。

原級比較、比較級、最上級を表す表現や文の構造を
理解し、文を組み立てる。

「７時間以上の睡眠を取るべきか」という議題につ
いて、賛否の意見を考え、詳しく書いてまとめる。

ディベートのルールや手順、構成を理解して、チー
ムと協力しながら、自分の役割に応じて、主張を話
して伝え合う。

・ワークシート
・発表原稿
・文法ワーク
ブックなどの提
出物

・パフォーマン
スの内容や態度

Lesson

12

What is

important

when we

sell

chocolate

?

[話題] ビジネス

[言語] 否定を表す

[表現] チョコレートを販売
する上で重要なこと[書くこ
と]

[論理] ディスカッション
[話すこと（やり取り）]

5

5

AIと共存する方法について書かれた文章を読んで、
数量を表す表現の概念と文の構造を理解する。

可算名詞と不可算名詞の使い分けや数量を表す表
現、割合・数量の変化を表す表現や文の構造を理解
し、文を組み立てる。

AIと共に働くときに重要な事について、自分の考え
やその根拠を示す情報を調べるなどして、クラスに
話して伝えるために、プレゼンテーションの原稿を
作成する。

プレゼンテーションの構成や伝え方を意識して、資
料やデータなどの資料を提示しながら、自分の考え
や主張を話して伝える。

Lesson

10

How

might AI

affect our

lives?

[話題] 科学技術

[言語] 数量を表す

[表現] AIと共に働くこと
[書くこと]

[論理] プレゼンテーション
[話すこと（発表）]

4

商品の販売について書かれた文章を読んで、否定を
表す表現を用いた文の構造を理解する。

否定を含む語や部分否定、準否定などの否定を表す
表現や文の構造を理解し、文を組み立てる。

チョコレートを販売する上で重要なことについて、
自分の意見や主張を考え、根拠となる資料を示しな
がら、グループで話して伝え合う。

ディスカッションのテーマについて、自分の考えや
主張を述べたり、グループのメンバーの意見をまと
めたりして、お互いに建設的な意見を話して伝え合
う。

日本の社会の問題点について書かれた文章を読ん
で、直接話法と間接話法を用いて表した文の構造を
理解する。

相手に情報を伝えるために、直接話法、間接話法、
また様々な伝達表現を用いて適切な文の形や構造を
組み立てる。

職場の観点から考えた日本の社会に関するプレゼン
テーションを聞いて、全体の概要と構成を理解し、
まとめる。また、日本の社会をより公平で寛容にす
る方法について、ペアやグループで議論する。

日本の教育制度の目標について話されるプレゼン
テーションを聞いて、文章全体の構成と要点・要約
をまとめる手順を理解する。

Lesson 8

Is Japan

open

enough?

[話題] 社会

[言語] 情報を伝える(2)

[表現] 日本の社会[話すこ
と（やり取り）]

[論理] リスニングの要約

4

・ワークシート
・発表原稿
・文法ワーク
ブックなどの提
出物

・パフォーマン
スの内容や態度

4

もし億万長者になったら、何をするかについて書か
れた文章を読んで、仮定の概念と文の構造を理解す
る。

条件や仮定を用いた適切な文の形や構造を理解し、
文を組み立てる。

宝くじが当たり、大金を手にしたらという仮定の状
況を想定し、自分の考えや主張をまとめたり、クラ
スメートと話して伝え合ったりして、スピーチの原
稿を作成する。

スピーチの構成や伝え方を意識して、自分の考えや
主張を話して伝える。



・英語でコミュニケーションをする時に大切なことは、積極的な姿勢を持ち続けることです。
間違いを恐れず、間違いから学ぶ気持ちを持って表現しましょう。
・より円滑にコミュニケーションができるよう、単語や表現を覚え、文法や言葉の働きを学び
ましょう。そのためには、できるだけたくさんのことを吸収しようという意欲と反復練習が大
切です。
・文法の授業では、予習、復習を怠らないようにしましょう。予習では参考書を活用しましょ
う。
・学んだ英語を実際に書いたり話したりする機会を大切にし、クラスメートとたくさんコミュ
ニケーションをとることによって英語を身につけましょう。

　　担当者からのメッセージ
（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授
業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

上記の観点から評価規準に従い、以下の評価対象などを総合的に評価します。
普通科と理数科の評価方法は異なります。
【評価対象】
　(a) 授業中の活動への取り組み状況
　(b) 小テスト・定期考査等のペーパーテスト
　(c) スピーチ・プレゼンテーション・ディベート等のパフォーマンステスト
　(d) ノート・ワークブック・レポート等の提出物

評価の方法

主体的に
学習に

取り組む
態度

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手・読み手など他者に配慮しながら、主体的・自律的に表現しようと
ている。

評価の観点

知識
・
技能

思考
・
判断
・
表現

［知識］
英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや役割を理解している。
［技能］
目的や場面、状況に応じて、自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して、詳しく話したり書いたりして伝え合
うことができる技能を身に付けている。

目的や場面、状況に応じて、自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して、詳しく話したり書いたりして伝え
合っている。

観点の趣旨



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

8
9

・食生活の自立に必要な調理の知識と技術を身につ
けるために，調理や加工によりおいしさが変化する
ことを化学的に捉える。

前期期末考査

5 調理の基礎 ・食生活の自立に必要な調理の知識と技術を身につ
ける。

・調理実習①ミートソースパスタ

・子どもの発達に応じて適切に関われるようになる
ために，子どもが生まれつき持っている能力や心身
の発達について理解する。

3 食生活の選択と安全 ・食品の選び方，食中毒や食物アレルギー，安全を
確保するための仕組みに関する知識を身につける。 授業態度

4 生涯の健康を見通した
食事計画

・自分と家族の食生活を計画・管理できるようにな
るために，バランスのよい食事を理解する。 考査

第６章
食生活をつくる

1食生活の課題について考
える

・よりよい食習慣を身につけ，生涯を健康に過ごすため
に，食生活の課題や食事の意義などを理解する。 ワークシート

2 食事と栄養・食品 ・栄養素の種類と機能や食品の栄養的特質や調理性
について，科学的な理解を深める。 レポート

第1章
生涯を見通す

1人生を展望する
2目標を持って生きる

・自立した生活を営むために，生涯発達の視点から
ライフステージの特徴と課題を理解する。 レポート

第2章
人生をつくる

1 人生をつくる
2 家族・家庭を見つめる

・家庭や地域の生活を創造できるよう，仕事と家庭の両
立や家庭生活と地域の結びつきについて理解する。 授業態度

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図
るとともに，それらに係る技能を身に付ける。
(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を身に付ける。
(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実
向上を図ろうとする実践的な態度を身に付ける。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

家庭科の学び方
ホームプロジェク
ト

家庭科の学び方
ワークシート

第3章
子どもと共に育つ

1 命を育む
2 子どもの育つ力を知る

・命に対する責任や社会の一員として次世代を育む責任
を持つために性と生殖に関する健康について理解する。

3 子どもと関わる
4 これからの保育環境

令和7年度　　　　　家庭科　　「家庭基礎」　シラバス

単位数 2 学科・学年・学級 普通科　2年Ａ～Ｇ組

教科書 家庭基礎（自立・共生・創造）東京書籍 副教材等 なし



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

・知識・技能,思考・判断・表現,主体的に学習に取り組む態度の3観点から評価規準に従い,総合的に評価する。
・ワークシート,レポート,完成作品,考査,授業態度など

・家庭科は、家庭生活で必要な知識や技能を身につけるとともに、暮らしと社会の課題を結び付けて考え、新しい価値観や行動
を生み出すことを目指します。環境や社会、経済について総合的に考え、持続可能な社会への課題と向き合いましょう。
・家庭科の学習を通して、様々な文化や考え方、生き方に接し、より柔軟で視野の広い考えを身につけることを期待していま
す。

知識・技能
生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などの基礎的なこと
について理解しているとともに，それらに係わる技術を身に付けている。

思考・判断・表現
生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。

主体的に学習に
取り組む態度

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善した
りして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図るために実践しようと
している。

ホームプロジェク
トの発表

学年末考査

第6章
食生活をつくる

5　調理の基礎 調理実習③肉じゃが
考査

第８章
住生活をつくる

安全で快適な住生活の計
画

・防災，日照，換気などに関する環境性能について理解
を深め，安全な生活を行う場となる住居の条件を理解す
る。

2購入・支払いのルールと
方法 ・販売方法や支払い方法が多様化する中で責任ある消費

行動が取れるよう，契約の重要性について理解する。
レポート

3消費者の権利と責任 ・消費者問題を予防し適切に対応できるよう，消費者保
護制度について理解する。

授業態度

学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第９章
経済生活を営む

1情報の収集・比較と意思
決定

・よりよい意思決定ができるよう，消費生活における意
思決定の重要性と情報の活用について理解する。 ワークシート

ワークシート

ホームプロジェ
クトについて

2 高齢者の心身の特徴 ・加齢に伴う心身の変化や高齢者の生き方や尊厳につい
て理解を深める。
・高齢期を支える社会の仕組みや課題について考える。

授業態度

3これからの超高齢社会 ・高齢者の自立を支えるために私たちにできる適切な支
援の方法や関わり方を考える。
・超高齢社会の課題を踏まえて，自分自身の高齢期をよ
りよく生きられるようにするとともに，地域社会の一員
として高齢者との関わり方を考え，行動しようとする。

5これからの衣生活 ・次世代に引き継げる衣生活の在り方を考えるため
に，資源の消費の視点で自分の衣生活を見直す。

レポート

第4章
超高齢社会を共に
生きる

1 超高齢・大衆長寿社会
の到来

・超高齢社会の背景を理解する。
・高齢者が生きがいを持って生活するためには，家族や
地域によるどのような支援が必要か，考える。

完成作品

第６章
食生活をつくる

5　調理の基礎 調理実習②麻婆豆腐

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

6食生活の文化と知恵
・世界の食文化に関心を持ち，私たちの食生活への
影響について理解する。

ワークシート

3被服を管理する ・被服表示を参考にして目的に応じた被服入手と着
装について考えられる力を身につけるために，被服
の材料や性能，加工について科学的に理解する。
・被服実習（基礎縫い…ボタン付け・カギホック付
け　　　お弁当袋の製作…ミシン縫い・手縫い）

授業態度

4衣生活の文化と知恵

7これからの食生活 ・食生活を持続可能にできるようになるために，情報を
適切に判断し，広い視野で食生活について考える。 レポート

第７章
衣生活をつくる

1被服の役割を考える
2被服を入手する

・私たちが被服を着用するに至った，社会的・文化的背
景と被服の多様な機能や特徴について理解する。 完成作品



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

8
9

・食生活の自立に必要な調理の知識と技術を身に
つけるために，調理や加工によりおいしさが変化
することを化学的に捉える。

前期期末考査

5 調理の基礎 ・食生活の自立に必要な調理の知識と技術を身に
つける。

・調理実習①ミートソースパスタ

・子どもの発達に応じて適切に関われるようにな
るために，子どもが生まれつき持っている能力や
心身の発達について理解する。

3 食生活の選択と安全 ・食品の選び方，食中毒や食物アレルギー，安全
を確保するための仕組みに関する知識を身につけ
る。

授業態度

4 生涯の健康を見通した
食事計画

・自分と家族の食生活を計画・管理できるように
なるために，バランスのよい食事を理解する。 考査

第６章
食生活をつくる

1食生活の課題について
考える

・よりよい食習慣を身につけ，生涯を健康に過ごすため
に，食生活の課題や食事の意義などを理解する。 ワークシート

2 食事と栄養・食品 ・栄養素の種類と機能や食品の栄養的特質や調理
性について，科学的な理解を深める。 レポート

第1章
生涯を見通す

1人生を展望する
2目標を持って生きる

・自立した生活を営むために，生涯発達の視点か
らライフステージの特徴と課題を理解する。 レポート

第2章
人生をつくる

1 人生をつくる
2 家族・家庭を見つめる

・家庭や地域の生活を創造できるよう，仕事と家庭の両立
や家庭生活と地域の結びつきについて理解する。 授業態度

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を
図るとともに，それらに係る技能を身に付ける。
(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を身に付ける。
(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充
実向上を図ろうとする実践的な態度を身に付ける。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

家庭科の学び方
ホームプロジェク
ト

家庭科の学び方
ワークシート

第3章
子どもと共に育つ

1 命を育む
2 子どもの育つ力を知る

・命に対する責任や社会の一員として次世代を育む責任を
持つために性と生殖に関する健康について理解する。

3 子どもと関わる
4 これからの保育環境

令和7年度　　　　　家庭科　　「家庭基礎」　シラバス

単位数 2 学科・学年・学級 理数科　2年Ｈ組

教科書 家庭基礎（自立・共生・創造）東京書籍 副教材等 なし



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

・知識・技能,思考・判断・表現,主体的に学習に取り組む態度の3観点から評価規準に従い,総合的に評価する。
・ワークシート,レポート,完成作品,考査,授業態度など

・家庭科は、家庭生活で必要な知識や技能を身につけるとともに、暮らしと社会の課題を結び付けて考え、新しい価値観や行
動を生み出すことを目指します。環境や社会、経済について総合的に考え、持続可能な社会への課題と向き合いましょう。
・家庭科の学習を通して、様々な文化や考え方、生き方に接し、より柔軟で視野の広い考えを身につけることを期待していま
す。

知識・技能
生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などの基礎的なことに
ついて理解しているとともに，それらに係わる技術を身に付けている。

思考・判断・表現
生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実
践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

主体的に学習に
取り組む態度

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したり
して，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図るために実践しようとして
いる。

ホームプロジェク
トの発表

学年末考査

第6章
食生活をつくる

5　調理の基礎 調理実習③肉じゃが
考査

第８章
住生活をつくる

安全で快適な住生活の計
画

・防災，日照，換気などに関する環境性能について理解を
深め，安全な生活を行う場となる住居の条件を理解する。

2購入・支払いのルール
と方法 ・販売方法や支払い方法が多様化する中で責任ある消費行

動が取れるよう，契約の重要性について理解する。
レポート

3消費者の権利と責任 ・消費者問題を予防し適切に対応できるよう，消費者保護
制度について理解する。

授業態度

学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第９章
経済生活を営む

1情報の収集・比較と意
思決定

・よりよい意思決定ができるよう，消費生活における意思
決定の重要性と情報の活用について理解する。 ワークシート

ワークシート

ホームプロジェ
クトについて

2 高齢者の心身の特徴 ・加齢に伴う心身の変化や高齢者の生き方や尊厳について
理解を深める。
・高齢期を支える社会の仕組みや課題について考える。

授業態度

3これからの超高齢社会 ・高齢者の自立を支えるために私たちにできる適切な支援
の方法や関わり方を考える。
・超高齢社会の課題を踏まえて，自分自身の高齢期をより
よく生きられるようにするとともに，地域社会の一員とし
て高齢者との関わり方を考え，行動しようとする。

5これからの衣生活 ・次世代に引き継げる衣生活の在り方を考えるた
めに，資源の消費の視点で自分の衣生活を見直
す。

レポート

第4章
超高齢社会を共に
生きる

1 超高齢・大衆長寿社会
の到来

・超高齢社会の背景を理解する。
・高齢者が生きがいを持って生活するためには，家族や地
域によるどのような支援が必要か，考える。

完成作品

第６章
食生活をつくる

5　調理の基礎 調理実習②麻婆豆腐

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

6食生活の文化と知恵
・世界の食文化に関心を持ち，私たちの食生活へ
の影響について理解する。

ワークシート

3被服を管理する ・被服表示を参考にして目的に応じた被服入手と
着装について考えられる力を身につけるために，
被服の材料や性能，加工について科学的に理解す
る。　　　　　　　・被服実習（基礎縫い…ボタ
ン付け・カギホック付け　　　お弁当袋の製作…

授業態度

4衣生活の文化と知恵

7これからの食生活 ・食生活を持続可能にできるようになるために，情報を適
切に判断し，広い視野で食生活について考える。 レポート

第７章
衣生活をつくる

1被服の役割を考える
2被服を入手する

・私たちが被服を着用するに至った，社会的・文化的背景
と被服の多様な機能や特徴について理解する。 完成作品



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

9

12

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

主体的に学習に
取り組む態度

科学的な事物・現象に関心や探究心をもち、主体的に探究しようとするとともに、科学的態度を身に
付けている。

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

　ルーブリック評価を使用し、自分の学習してきた成果や能力の向上を自分で確認しながら研究を進めていきます。また、研
究と普段の学習が常にリンクしている事を意識しながら研究を進めていきます。
　この授業は、深く探究する姿勢や論理的な思考力の向上と、英語でのコミュニケーション能力の伸長も目標としています。
試験はありませんが、その分、課題(報告書作成・提出を含む)やプレゼンテーションに取り組む姿勢が重視されます。多様な
対象への関心を高め、意欲的かつ積極的に取り組んでください。

・高校生課題研究発表会（課題研究の最終発表会）

知識・技能
科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則について理解を深め、知識を身に付けてい
る。

思考・判断・表現
科学的な事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現している。

レポート
発表ポスター
プレゼンテーション
・発表資料
・質疑応答
・研究内容
実験ノート
論文

ルーブリック評価とAI評
価（仮説の再設定①）

・千葉大学高校生理科研究発表会
　（課題研究の成果発表会）

後
期

ルーブリック評価とAI評
価（仮説の再設定②）

・CCSS Fair（課題研究の成果発表と振り返り）

論文作成 ・課題研究のまとめとして論文を作成する。

前
期

１ ガイダンス

４ 研究準備
 (1)課題研究のテーマ
　　設定
 (2)仮説の設定
 (3)実験方法の検討

・マンダラートを使用し、興味・関心のあるワード
を調べる。そのワードから問いを作成し、課題研究
のテーマにつなげていく。
・研究テーマについて仮説を設定する。
・仮説を検証するための実験方法の開発・予備実験

５ 課題研究実施

２ 基礎実習講座 ・各分野の基本的な実験操作、理論を学ぶ。

３ データ処理講座 ・各自の課題研究に向けて、実験や講義を受講し実
験のデータ処理やその表現方法を学ぶ。

様々な事象に関わり、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、探究の過程を通して、課
題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。
⑵多角的、複合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探究し、課題を解決する力を養うとともに創造的な
力を高める。
⑶様々な事象や課題に主体的に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しよう
とする態度、探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

教科書 理数探究基礎 104数研 理数702 副教材等 各種資料等

令和７年度　理数「理数探究」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科・２年次・Ａ組（SSHコース）



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

学
期

月

10

11

12
1

2

3

研究発表講座⑸
研究発表講座⑹

研究論文講座⑴
研究論文講座⑵

・課題研究をまとめ，論文を作成することで，科
学論文のまとめ方を学習する。
・研究論文を提出する。
・千葉県高校生課題研究発表会に参加し，１年間
の研究の成果をまとめ外部に発信する。

研究論文講座⑶
研究論文講座⑷

研究論文講座⑸

・千葉大学高校生理科研究発表会中間報告に向け
て準備を行う。

中間報告 ・千葉大学高校生理科研究発表会

評価の材料等

後
期

課題研究講座⑿
課題研究講座⒀

・情報収集，実験の段取
り(安全管理を含む)の徹
底

・課題研究講座では，実験をとおして，科学的に
考察し，処理する能力を育成する。
※実験においては，安全を第一に実施するように
配慮・指導する。
※仮説を立てて検証しながら研究を進める科学研
究の方法を理解出来るようにする。

出席状況，学習に取
り組む意欲・態度，
レポート等提出物の
評価，発表の内容等
の評価を総合的に判
断し，学年末に評価
する。

研究発表講座⑴
研究発表講座⑵

・研究内容を相手に伝え
る技術・表現する技術の
修得

・発表を行い，自分の研究を相手に伝える能力を
育成する。

研究発表講座⑶
研究発表講座⑷

単元名 学習項目 学習内容や学習活動

様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課
題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。
⑵多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関する課題を設定して探究し，課題を解決する力を養うとともに創造的な
力を高める。
⑶様々な事象や課題に主体的に向き合い，粘り強く考え行動し，課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しよう
とする態度，探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

ガイダンス
研究計画の設定

・学習の目標を明確に理解させる。
・課題研究の計画を立案し，実験方法を理解させ
る。

出席状況，学習に取
り組む意欲・態度等
の評価，発表の内容
等の評価を総合的に
判断し，学年末に評
価する。課題研究講座⑴

課題研究講座⑵

・実験を通して，実験方
法や技術を習得する。
・科学的，数学的に考察
し，処理する能力を育て
る。

・課題研究講座では，実験をとおして，科学的に
考察し，処理する能力を育成する。

※実験においては，安全を第一に実施するように
配慮する。生徒には常に安全面での指導を徹底す
る。
※仮説を立てて検証しながら研究を進める科学研
究の方法を理解出来るようにする。

課題研究講座⑶

課題研究講座⑷
課題研究講座⑸

課題研究講座⑹

課題研究講座⑺
課題研究講座⑻

課題研究講座⑼

課題研究講座⑽
課題研究講座⑾

・情報収集，実験の段取
り(安全管理を含む)の徹
底

教科書 理数探究基礎（数研出版） 副教材等 なし

令和７年度　　理数「理数探究」シラバス

単位数 １単位 学科・学年・学級 理数科・２年次・Ｈ組





３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

＊学習の計画及び評価方法等に変更が生じる場合は，口頭もしくは文書で案内します。

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。

この授業は広い視野に立った物事の理解と研究計画の伸長を目標としています。試験はありませんが，その分，課題(報告書作
成・提出を含む)やプレゼンテーションに取り組む姿勢が重視されます。多様な対象への関心を高め，意欲的かつ積極的に取り
組んでください。

知識・技能
自然や科学技術に関して観察，実験などの探究的な活動を通じて習得した探究の方法を用いる。研
究の実施や報告書の作成を通して，研究において独自性が重要であることに気付き，創造的な思考
力を培おうとしている。

思考・判断・表現
仮説の設定，実験の計画，実験による検証，実験データの分析・解釈，推論など探究の方法にした
がって研究を進めている。

主体的に学習に
取り組む態度

探究の方法を用いて研究を行う過程で，設定した課題を科学的に解決する方法を見いだす能力と態
度を培おうとしている。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，探究するために必要な資質・能力を育成するこ
とを目指す。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

数学Ⅱ
第３章 図形と方
程式
第１節　点と直
線

第２節　円

第３節　軌跡と
領域

数学Ｂ
第１章　数列
第１節　数列と
その和

１　直線上の点
２　平面上の点
３　直線の方程式
４　2直線の関係

５　円の方程式
６　円と直線
７　2つの円
８　軌跡と方程式
９　不等式の表す領域

１　数列
２　等差数列とその和
３　等比数列とその和
４　和の記号Σ
５　階差数列
６　いろいろな数列の和

・座標や式を用いて，直線の性質や関係を数学的に
表現し，その有用性を認識するとともに，事象の考
察に活用できるようにする。
・座標や式を用いて，円の性質や関係を数学的に表
現し，その有用性を認識するとともに，事象の考察
に活用できるようにする。
・図形を，与えられた条件を満たす点の集合として
認識するとともに，不等式を満たす点の集合が座標
平面上の領域を表すことを理解し，それらを事象の
考察に活用できるようにする。

・等差数列，等比数列などの簡単な数列について，
一般項や第n項までの和を求めたり，記号Σの意味
を理解してそれを用いたりできるとともに，事象か
ら離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性
を数学的に表現し考察する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応答
（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

中間考査
数学Ⅱ
第４章 三角関数
第１節　三角関
数

第２節　加法定
理

数学Ｂ
第２節　数学的
帰納法

１　一般角と弧度法
２　三角関数
３　三角関数の性質
４　三角関数のグラフ
５　三角関数の応用

６　加法定理
７　加法定理の応用
８　三角関数の合成

７　漸化式と数列
８　数学的帰納法

・角の概念を一般角まで拡張して，三角関数に関す
る様々な性質や式とグラフの関係について多面的に
考察できるようにする。

・加法定理を理解し，それらを事象の考察に活用で
きるようにする。

・数列の考え方をもとにして，漸化式と数学的帰納
法について理解するとともに，事象の再帰的な関係
に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え，数列の考えを問題解決に活用する。更に，自
然数の性質などを見いだし，それらを数学的帰納法
を用いて証明するとともに，他の証明方法と比較し
て多面的に考察する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応答
（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

期末考査

教科書
数学Ⅱ（数研出版）数学Ｂ（数研出版）
数学Ⅲ（数研出版）数学Ｃ（数研出版）

副教材等
チャート式　解法と演習

数学Ⅱ＋Ｂ・数学Ⅲ＋Ｃ（数研出版）

令和７年度　　数学科　　「理数数学Ⅱ」シラバス

単位数 6単位 学科・学年・学級 理数科　2年　H組



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス，授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

３に示した３つの観点から評価した前期の成績及び後期の成績を総合し，年間の学習成績とする。

数学は単純なことの積み上げです。あるステップから次のステップに上がることはそれほど難しくありません。しかし，それ
らが累々と積み上がって高度な体系になります。ですから，ある段階でのつまずきや知識の欠落が，次のステップに進む障害
になるのです。毎日の予習・復習，特に復習が重要です。また，「わかった」という気分だけでは，実際に問題を前にしたと
き，それが解けないことが多いのです。理解すべき内容を的確に自力で表現することができて初めて理解できたと言えます。
普段の学習では，理解したと思えたらその内容を書いてみることを励行してください。

知識・技能
数学における基本的な概念や原理・法則を系統的に理解すると共に事象を数学化したり数学的に解釈
したり数学的に表現・処理したりする技能を身につけるようにする。

思考・判断・表現
事象を数学的に捉え，論理的・統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明
瞭・的確に表現する力を養う。

主体的に学習に
取り組む態度

数学のよさを認識し，数学を活用使用とする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，事象を数学的に探究しようとする態度を養う。

数学Ⅱ
第６章 微分法と
積分法
第１節　微分係
数と導関数
第２節　導関数
の応用

第３節　積分法

数学Ｂ
第２節　統計的
な推測

数学Ｃ
複素数平面

１　微分係数
２　導関数
３　接線
４　関数の値の変化
５　最大値・最小値
６　関数のグラフと方程
式・不等式

７　不定積分
８　定積分
９　面積

８　母集団と標本
９　標本平均とその分布
10　推定
11　仮説検定

１　複素数平面
２　複素数の極形式と乗
法，除法
３　ド・モアブルの定理
４　複素数と図形

・微分係数や導関数の意味について理解し，それら
の有用性を認識するとともに，事象の考察に活用で
きるようにする。
・導関数の理解を深めるとともに，導関数の有用性
を認識できるようにする。

・積分の考えについて理解し，それらの有用性を認
識するとともに，事象の考察に活用できるようにす
る。

・確率の理論を統計に応用し，正規分布を用いた区
間推定と仮説検定の方法を理解する。更に，母集団
の特徴や傾向を推測し判断したり，標本調査の方法
や結果を批判的に考察したりする。

複素数平面を用いて複素数を図表示し，複素数の実
数倍，和，差，積及び商の幾何学的な意味を理解で
きるようにし，図形の移動などと関連付けて複素数
の演算などの意味を考察する力を養う。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応答
（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

期末考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

数学Ⅱ
第５章 指数関数
と対数関数
第１節　指数関
数
第２節　対数関
数

数学Ｂ
第２章 統計的な
推測
第１節　確率分
布

１　指数の拡張
２　指数関数
３　対数とその性質
４　対数関数
５　常用対数

１　確率変数と確率分布
２　確率変数の期待値と
分散
３　確率変数の変換
４　確率変数の和と期待
値
５　独立な確率変数と期
待値・分散
６　二項分布
７　正規分布

・指数関数について理解し，それらを事象の考察に
活用できるようにする。
・対数関数について理解し，それらを事象の考察に
活用できるようにする。

・確率変数とその分布の意味を理解できるようにす
るとともに，確率変数の期待値，分散及び標準偏差
が確率分布のどのような特徴を示しているかを理解
する。また，二項分布，正規分布について理解し，
日常の事象や社会の事象の考察に活用できるように
する。

・授業中の態度
（主）
・質問に対する応答
（主・思・知）
・授業中の演習
（主・思・知）
・小テスト
（主・思・知）
・課題（主・思・
知）

・定期考査
（主・思・知）
・提出物（主）

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

期末考査

熱と気体 ・様々な物理現象とエネ
ルギーの利用

・熱運動，セルシウス温度，絶対温度を学習し，温
度について理解する。
・熱と熱量を学習したのち，熱平衡，潜熱，比熱，
熱容量，熱量の保存，熱膨張について理解する。
・ボイルの法則やシャルルの法則などの気体に関す
る法則を学習し，理想気体の状態方程式について理
解する。
・気体の内部エネルギー，気体の体積変化に伴う仕
事を学習し，熱力学の第１法則を理解する。
・定積変化や定圧変化などの気体の状態変化を学習
し，各状態変化で熱力学の第１法則を適用する。

中間考査
仕事と力学的エ
ネルギー

・物体の運動とエネル
ギー

・仕事，仕事の原理，仕事率を学習し，物理におけ
る仕事について理解する。
・運動エネルギー，位置エネルギー，保存力を学習
し，運動エネルギーや位置エネルギーの変化につい
て，式を用いて理解する。
・力学的エネルギーの保存について理解する。

授業態度
発言内容
定期考査
実験レポート

原子 ・様々な物理現象とエネ
ルギーの利用

・放射線医学総合研究所への校外学習の事前学習と
して，基礎的な知識を理解する。

　物理的な事物・現象についての観察，実験などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，物理学的
に探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深め，
科学的な自然観を育成する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

運動の表し方 ・様々な運動 ・物体の変位や速度などの表し方について，直線運
動を中心に理解する。直線上を運動する物体の合成
速度や相対速度についても扱う。
・直線運動を中心に物体の加速度を理解する。
・落下運動について調べ，その特徴を理解する。
・自由落下が等加速度運動であることを，実験的に
確認する。

授業態度
発言内容
定期考査
実験レポート

運動の法則 ・様々な運動 ・物体にはたらく力の合成・分解をベクトルを用い
て扱い，つりあいについて理解を深める。
・作用・反作用の法則を扱い，つりあう2力との違
いを理解する。
・運動方程式の立て方について学習し，斜面上の運
動，連結した物体の運動など，様々な運動状態にお
ける運動方程式の立て方を理解する。
・力のモーメント，剛体のつりあい，平行な2力の
合成，偶力，重心などを学習し，剛体にはたらく力
のはたらきについて理解する。

教科書 総合物理１（数研出版）・総合物理２（数研出版） 副教材等 セミナー 物理基礎・物理(第一学習社)

令和７年度　　理数「　理数物理　」シラバス

単位数 3単位 学科・学年・学級 理数科・2年次・H組



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

思考・判断・表現  物理的な事物・現象に関して，観察，実験などを行い科学的に探究する力を養う。

主体的に学習に
取り組む態度

 自然に対する関心を高め，事物・現象を科学的に探究しようとする態度を養う。

知識・技能，思考・判断・表現，技能，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。

・授業内容がわかるだけではテストで点数は取れない。授業中の演習だけでは不十分であるから，問題集の導入問題，基本例
題，基本問題は授業後毎回演習しておくこと。考査前のみの演習では不十分である。
・疑問に思ったことはすぐに解決を。質問は大歓迎。
・物理の学習内容を身近な現象に結びつけるように意識すると，より理解を深めることができる。

期末考査

知識・技能
物理学における基本的な概念，原理・法則などについての系統的な理解を深め，
科学的に探究するために必要な知識や技能を身に付けるようにする。

後
期

波の性質 ・様々な物理現象とエネ
ルギーの利用

・正弦波と波，振幅，波長，周期，振動数，媒質の
振動など，波の要素について学習する。
・横波，縦波の特徴について理解する。
・重ねあわせの原理，波の独立性，定常波，波の反
射，固定端反射，自由端反射について学習する。

授業態度
発言内容
定期考査
実験レポート

音 ・波 ・音の速さ，音の3要素，音の反射，うなりなど，
音波の性質や伝わり方について理解する。
・弦の固有振動，気柱の共鳴などについて学習す
る。
・気柱の共鳴を利用して，おんさの振動数が気柱の
長さから求められることを確認する。
・ドップラー効果について学習する。

光 ・波 ・光の速さを学習し，反射，屈折，全反射などの光
の進み方について理解する。
・光の分散，散乱，偏光などについて理解する。
・凸レンズや凹レンズの基本的な性質を学習し，各
レンズによる実像，虚像のでき方の仕組みについ
て，レンズの式や倍率の式を用いて理解する。
・ヤングの実験や回折格子による光の干渉を学習
し，薄膜による干渉，くさび形空気層による干渉な
どの干渉条件を理解する。

授業態度
発言内容
定期考査
実験レポート

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

8

9

第４節　芳香族
化合物

①芳香族炭化水素
②酸素を含む芳香族化合
物
③窒素を含む芳香族化合
物
④芳香族化合物の分離

・芳香族炭化水素の性質や反応を，その構造と関連
付けて理解する。
・フェノール類，芳香族カルボン酸の性質や反応
を，その構造と関連付けて理解する。
・芳香族アミン，アゾ化合物の性質や反応を，その
構造と関連付けて理解する。
・芳香族化合物の分離を化合物の性質にもとづいて
理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第Ⅰ章　物質の
状態

第１節　物質の
状態変化

①物質の三態とその変化
②気体分子の熱運動と圧
力
③飽和蒸気圧と蒸気圧曲
線

・物質の三態の変化を復習し，その変化に伴う熱の
出入りを理解する。
・物質の沸点・融点を分子間力や化学結合と関連付
けて理解する。
・気体の圧力が気体分子の熱運動と密接に関係する
ことを理解する。
・状態間の平衡と温度や圧力との関係について理解
する。

第３節　固体の
構造

①化学結合と結晶の種類
②金属結晶の構造
③イオン結晶の構造
④共有結合の結晶の構造
⑤分子結晶の構造
⑥非晶質

・化学結合と結晶の性質について，復習する。
・金属結晶の構造について理解する。
・イオン結晶の構造について理解する。
・共有結合の結晶の構造について理解する。
・分子結晶の構造について理解する。
・非晶質について理解する。

期末考査

化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，化学的な
事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)　化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付け
るようにする。
(2)　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
(3)　化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第Ⅳ章　有機化
合物

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第１節　有機化
合物の特徴

①特徴と分類
②構造式の決定

・有機化合物の特徴と分類について理解する。
・有機化合物の構造式を決定するまでの過程を学習
し，その原理を理解する。

第２節　脂肪族
炭化水素

①飽和炭化水素
②不飽和炭化水素

・飽和炭化水素の性質や反応を，その構造と関連付
けて理解する。
・不飽和炭化水素の性質や反応を，その構造と関連
付けて理解する。

第３節　酸素を
含む脂肪族化合
物

①アルコールとエーテル
②アルデヒドとケトン
③カルボン酸とエステル
④油脂とセッケン

・アルコール，エーテルの性質や反応を，その構造
と関連付けて理解する。
・アルデヒド，ケトンの性質や反応を，その構造と
関連付けて理解する。
・カルボン酸，エステルの性質や反応を，その構造
と関連付けて理解する。
・油脂，セッケンの性質を，その構造と関連付けて
理解する。

中間考査

教科書
化学基礎academia（実教出版）

化学academia（実教出版）
副教材等

　エクセル化学［総合版］（実教出版）
　サイエンスビュー化学総合資料（実教出版）

令和７年度　理数「理数化学」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 　理数科・２年・Ｈ組



月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

第Ⅱ章　物質の
変化と平衡

●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度)に評価します。各
学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。
(1)授業への取組
授業に対する姿勢，学習態度，化学への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に主体的に学習に取り組む態度の項目を評
価する。
(2)ノート（授業プリント）の記載内容
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。
(3)観察・実験等
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。
(4)教科書・問題集の問題
各問題への取組，取り組んだ内容から評価する。
(5)定期考査
学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，知識・技能，思考・判断・表現に関する配分がもっとも大きい。

１　日常生活の中で使用する製品や身の周りで起こる化学現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。

知識・技能
化学の基本的な概念や原理・法則を理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する操作や記録などの技能を身に付けている。

思考・判断・表現
化学的な事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

化学的な事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

①化学反応とエンタル
ピー変化
②ヘスの法則
③結合エネルギー
④化学反応と光
⑤エントロピー

・化学反応の前後における物質のもつ化学エネル
ギーの差が熱の発生や吸収となって現れることを理
解する。
・ヘスの法則を理解する。
・結合エネルギーを理解する。
・化学反応には，光を放出・吸収するものがあるこ
とを理解する。
・吸熱反応が自発的に進む要因について理解する。

期末考査

後
期

第２節　気体の
性質

①気体の法則
②気体の状態方程式
③理想気体と実在気体

・ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャル
ルの法則をそれぞれ理解し，その応用を理解する。
・気体の状態方程式を理解し，その応用を学習す
る。また，全圧と分圧を学習し，混合気体の平均分
子量を理解する。
・理想気体と実在気体との違いを理解する。

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第４節　溶液の
性質

①溶解と溶液
②希薄溶液の性質
③コロイド

・溶解のしくみを理解し，固体および気体の溶解度
を溶解平衡と関連付けて理解する。
・凝固点降下，沸点上昇，浸透圧の定量的な取扱い
を理解する。
・コロイドを理解し，その溶液の性質を理解する。

中間考査

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・実験レポート
・小テスト
・定期考査

第３節　化学反
応の速さ

①反応速度
②化学反応の速さと濃度
③化学反応の速さと温度
④触媒

・反応速度が単位時間内に変化する物質の量で表さ
れることを理解する。
・反応速度と濃度との関係を理解する。
・反応速度と温度との関係を理解する。
・触媒の働きとその利用を理解する。

第１節　化学反
応と熱・光

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

③生命現象とタンパク質

酵素反応の阻害には，競争的阻害と非競争的阻害が
あることを理解します。
チャネルと輸送体との違いを理解します。
細胞膜に存在する3種類の受容体について，その特
徴と情報伝達のしくみを，それぞれ理解します。

期末考査

①生体物質と細胞
生体膜は，リン脂質二重層にさまざまなタンパク質
がモザイク状に分布したものであることを理解しま
す。

実験等レポート
授業内提出物
前期期末考査②タンパク質の構造と性

質

タンパク質は，アミノ酸がペプチド結合によって多
数つながった物質であることを理解します。
タンパク質の一次構造，二次構造，三次構造，四次
構造について理解する。
タンパク質の立体構造は，機能と密接に関連してい
ることを理解します。

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，科学的に探究
するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）生物学における基本的な概念，原理・法則などについての系統的な理解を深め，科学的に探究するために必要な知識や技
能を身に付けるようにする。
（2）生物や生物現象に関して，観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3）自然に対する関心を高め，事物・現象を科学的に探究しようとする態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第１章
生物の進化

①生命の起源と細胞の進
化
②遺伝子の変化と遺伝子
の組み合わせの変化
③進化のしくみ

生命が誕生したと考えられる場所について理解しま
す。
シアノバクテリアの繁栄や真核生物の出現・繁栄が
大気組成の変化と関わりがあることを見いだして理
解します。
突然変異について理解します。
DNAの塩基配列の変化によってアミノ酸配列が変化
するしくみを理解します。
交配実験の結果などの資料にもとづいて，連鎖して
いる遺伝子の組み合わせは変化しうることを見いだ
して理解します。
一定の条件を満たす集団の遺伝子頻度は変化しない
こと（ハーディー・ワインベルグの法則）を理解し
ます。

実験等レポート
授業内提出物
前期中間考査

第２章
生物の系統と進
化

①生物の系統

種間に共通してみられるタンパク質のアミノ酸配列
の違いにもとづいて系統関係を推定できることを見
いだして理解します。
平均距離法を用いて系統樹を推定します。
原生生物，植物，菌類，動物の特徴を理解します。

②人類の系統と進化 霊長類および類人猿の形質の特徴を理解します。

中間考査

第３章
細胞と分子

教科書 高等学校生物（第一学習社） 副教材等
ニューステージ　生物図表（浜島書店）

セミナー生物（第一学習社）

令和７年度　　　　　理数　　「　理数生物　」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 理数科　　２　年　Ｈ　組



学
期

月

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス，授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

授業内提出物，実験等レポートにより主体的に取り組む態度，知識・技能，思考・判断・表現を評価する。どの観点を評価す
るかは，授業内提出物や実験等レポートの種類による。
定期考査により知識・技能，思考・判断・表現を評価する。
評価材料をもとに観点別に評価を行い，それらを総合的に判断して最終評価を行う。

教科書および問題集をよく読み，繰り返し解くことで，基礎学力の定着をはかること。
実験は積極的に取り組み，結果をきちんとまとめ，自分で考えたことや調べたことを記述したレポートを作成し提出してくだ
さい。

期末考査

知識・技能
自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。
観察，実験を行い，基本操作を修得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，
自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

後
期

第４章
代謝

①代謝とエネルギー
②炭酸同化

代謝では，ATP，NADP+，NAD+，FADがエネルギーの
受け渡しに関わることを理解します。
植物の葉緑体に含まれる光合成色素の種類と色につ
いて理解します。
緑葉に含まれる光合成色素を分離し，分離された色
素の色とRf値から色素の種類を推測します。

実験等レポート
授業内提出物
後期中間考査

思考・判断・表現
自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

自然の事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするとともに，
科学的態度を身に付けている。

第５章
遺伝情報とその
発現

①DNAの複製

DNAは，2本のヌクレオチド鎖が互いに逆向きに結合
した構造をとることを理解します。
DNA複製の際に働く各種酵素について理解します。
DNA合成酵素が作用するためにはプライマーが必要
であることを理解します。
DNAの複製の際にはリーディング鎖とラギング鎖が
生じることを理解します。

実験等レポート
授業内提出物
後期期末考査

②遺伝子の発現

選択的スプライシングによって，1種類のmRNA前駆
体から2種類以上のmRNAがつくられることを理解し
ます。
原核生物における転写・翻訳の過程について理解し
ます。

③異化

呼吸の概要を示した資料にもとづいて，呼吸の過程
におけるエネルギーの流れを見いだして理解しま
す。
解糖系，クエン酸回路，電子伝達系の各過程につい
て理解します。
呼吸商から呼吸基質を推定します。
アルコール発酵と乳酸発酵の違いを理解します。

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

期末考査

第1節 地球の運
動

地球の公転

太陽の動きと時刻・暦

第1章 太陽系の
天体

地球の自転 太陽系の天体の運動と特徴について学ぶ。また，太
陽系の中で唯一の恒星である太陽について学ぶ。

日本列島の成立（新生代
新第三紀）

第四紀の日本列島

日本の起源（原生代～古
生代初め）

・定期考査

日本列島の成長（古生代
～新生代古第三紀）

第1節 日本列島 孤－海溝系としての日本
列島

・発問評価

第2節 日本列島
の歴史

日本列島の地質構造 ・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

中間考査
第3章 私たちの
日本列島

日本周辺のプレート 日本に産する岩石や地層の記録から，日本列島の起
源や成長の歴史について学ぶ。

・授業態度

 日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な広
がりの中でとらえる。また、地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，
地学的に探究する能力と態度を育てる。地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，地学的
な見方や考え方を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

第1章 地球の概
観

・授業態度

第3節 熱で探る
地球の内部

・plate tectonics ・定期考査

第4節 地磁気で
探る地球の内部

・地震の発生機構

第1節 重力で探
る
地球の内部

・エラトステネスの測距
法

重力の観測，地震波の観測，地殻熱流量の観測，地
磁気の観測などから，地球内部の様子がわかること
を学ぶ。

・発問評価

第2節 地震波で
探る地球の内部

・地球内部の層構造

令和７年度　　　　　理数　　「理数地学」シラバス

単位数 2単位 学科・学年・学級 理数科・２年・H組（選択者）

教科書 啓林館　高等学校　地学 副教材等 センサー　地学　3rdEditon



学
期

月

10

11

12

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。

視聴覚教材や情報機器の活用で教科書の内容を積極的に補完し，より豊かなイメージをもつことができるようにします。必要な
事柄を要領良く記録してください。学習の計画及び評価方法等に変更が生じる場合は，口頭もしくは文書で案内します。

知識・技能

地球や地球を取り巻く環境について基本的な概念や原理・法則を理解し,知識を身に付けている。地球
や地球を取り巻く環境に関する観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程
や結果を的確に記録，整理し，自然の事物，現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

思考・判断・表現

地球や地球を取り巻く環境に関する事物・事象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

実習の振り返りや発展的な内容の問いかけに粘り強く考え、根拠を持って自らの考えを示すことがで
きる。

第２節
銀河と宇宙

宇宙の大規模構造・ハッ
ブルの法則

期末考査

第３章
銀河系と宇宙

銀河系の観測・銀河系の
構造

恒星と星間物質の大集団である銀河系や遠くの銀河
などの天体，宇宙の構造や膨張について学ぶ。ま
た，それが天体観測技術の発達によって次第に可能
になっていったことを学ぶ。

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

第１節
銀河系

様々な銀河・銀河の分布 ・定期考査

第３節
恒星の誕生と進
化

恒星の誕生・恒星の一生
・授業態度

・発問評価

・実習ﾚﾎﾟｰﾄ提出

中間考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第１節
恒星の光

恒星までの距離の測り方

第２節
恒星の性質とHR
図

HR図・恒星の大きさ

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

第2節 惑星の運
動

惑星の視運動 太陽系の天体の運動と特徴について学ぶ。また，太
陽系の中で唯一の恒星である太陽について学ぶ。

・授業態度

第３節
太陽系の天体

太陽の仕組み ・定期考査

第２章
恒星の性質と進
化

星の明るさ・等級
遠く離れた恒星の性質について，恒星からの光を調
べることで明らかにされてきたことを学ぶ。

惑星の軌道運動 ・発問評価

第４節
太陽

惑星の誕生・惑星の特徴



１　学習の到達目標

２　学習の計画 ※学習項目の〇は論理国語、●は文学国語、◇は古文、◆は漢文を表しています。
月

 

  前期期末テスト

前期中間テスト

7

8
9

・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確に
捉えている。（B(1)ア）

現代の小説 ●「鏡」
（村上春樹）

・恐怖体験の一つとして語られる、幽霊でも超常現
象でもない、人の内面に潜む恐怖とは何かを読み解
く。
・小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、
展開などを的確に捉える。
＊クロスカリキュラム実施予定

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題

「読むこと」において、古典の作
品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広

げたり深めたりしている。［Ａ⑴

オ］

物語 ◇「源氏物語」
　　光源氏誕生

・帝が「桐壺の更衣」を寵愛することに対し、まわ
りの人々はどう思ったか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」とに対する帝の接
し方の違いを説明する。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の人物像について
考える。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

句法 ◆句法
「使役」「受
身」「仮定」
「疑問」「反
語」「詠嘆」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まりについて、体系的にまとめる。

4

５

６

・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えてい

る。［Ａ⑴イ］

歌物語 ◇「大和物語」
　鳥飼の院

・動詞や助動詞を確認する。
・当時の和歌というものの意義・重
　要性を確認する。
・掛詞をはじめとした、和歌の修辞
　技法を確認する。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

句法 ◆句法
「語順」
「再読文字」
「否定」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まりについて、体系的にまとめる。

・時間の経過による言葉の変化
や、古典が現代の言葉の成り立ち
にもたらした影響について理解を

深めている。［⑵ウ］

故事 ◆『説苑』
「江南橘為江北
枳」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・「江南」「橘」「江北」「枳」は、それぞれ何を
たとえているのか、考える。

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題

・「読むこと」において、設定し
た題材に関連する複数の文章や資
料を基に、必要な情報を関係付け
て自分
の考えを広げたり深めたりしてい

る。［B⑴キ］

具体と抽象 〇「具体」から
「抽象」へ

・言葉の性質についての筆者の考え
　を読み取る。
・筆者の主張を踏まえ、事物を抽象
　的にとらえることの利点がわかる
　具体的事例を日常生活の中から考
　える。

○「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤とし、主として「思考力・判断力・表現力等」の創造的・論理的
思考の側面の力
　を育成する科目として、実社会において必要になる、論理的に書いたり批判的に読んだりする資質・能力を育成する。
●「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤とし、主として「思考力・判断力・表現力等」の感性・情緒の側
面の力を育成す
　る科目として、深く共感したり豊かに想像したりして、書いたり読んだりする資質・能力を育成する。
◇◆生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につける。

育成する資質能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

教科書

○『精選　論理国語』（数研出版）
●『文学国語』（数研出版）
◇『古典探究　古文編』（数研出版）
◆『古典探究　漢文編』（数研出版）

副教材等

○●◇◆『新訂　総合国語便覧』（第一学習社）
○●『三訂版　ＴＯＰ2500』（いいずな書店）
◇『体系古典文法　九訂版』（数研出版）
◆『体系漢文　三訂版』（数研出版）
◇『重要古文単語315』（桐原書店）
○●「大学入学共通テスト実践演習　論理国語・文学国語編」（数
研出版）
◇◆『３ステップオリジナル問題集　錬成　古典』（尚文出版）

令和7年度　国語　「SS-国語α」　シラバス

単位数 4 学科・学年・学級 理数科・２学年・A組・SSHコース



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に判断する。

　「国語」の、特に「現代文」は、覚える科目ではなく、考える科目です。著者が、その著作の中で、自分の主張を伝えるのに最適と判
断した一単語一単語に対して、徹底的に着目していく習慣を身につけましょう。その単語が選択されたことには必ず理由があり、その理
由を考えていくことこそが、著者の主張に迫っていくための最良の方法となります。もちろん、漢字や文法事項、文学史など、テクスト
を正確に読むために、最低限、覚えるという必要性もあります。ただ、何よりも大切なことは、一つでも多くの著者の主張に触れ、考え
ることを重ねることです。こうすることによって、皆さんは、「批判的な眼」を持つことができ、危険なこともあるこの社会において、
よりよく生きていけるようになるのです。「古文」と「漢文」は、「現代文」と比較すれば、文法、単語、句法、歴史など、古典常識を
覚えることが必要になります。ただ、そうは言っても、やはり大切なことは、考えること、そして、その大前提として、感じることで
す。
※年間を通して、漢字テスト・古文単語テストを１０回実施します。
※「大学入学共通テスト実践演習　論理国語・文学国語編」（数研出版）・『体系漢文準拠ノート』（数研出版）　は、改題して定期試
験に出題します。
※皆さんのニーズを見ながら、より適切な場合には、予定を変更することもあります。

後期期末テスト

知識・技能

○実社会に必要な国語の知識や技能を身につけようとしている。
●生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めようとしている。
◇◆生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めようとして
いる。

思考・判断・表現

○「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりしている。
●「書くこと」、「読むこと」の各領域において、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養
い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりしている。
◇◆「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの
の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを拡げたり深めたりしている。

主体的に学習に取り組む態度

○●言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを拡げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとし
ているとともに、進んで読書に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。
◇◆言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを拡げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとし
ているとともに、進んで古典に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。

後期中間テスト

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題

・発表
・授業参加の
　積極性
・定期テスト
・漢字テスト
・課題「読むこと」において、文章の種

類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えてい

る。［Ａ⑴イ］

歴史物語 ◇『大鏡』
「雲林院の菩提
講」
「三船の才」

・和漢混淆文の訓読に慣れる。
・「忠度」と「俊成卿」の、和歌や約束に対しての
強
　い思いを考える。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

語法 ◆最重要語
◆前置詞

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まりについて、体系的にまとめる。

1

2

3

・人間、社会、自然などに対する
　ものの見方、感じ方、考え方を
　豊かにする読書の意義と効用に
　ついて理解を深める。
・語り手の視点や場面の設定の仕
　方、表現の特色について評価す

大正の小説 ●「こころ」
　（夏目漱石）

・「私」と「Ｋ」の、心情の推移を踏まえ、どのよ
う
　に行動に反映されたのかを確認する。
・反自然主義、余裕派・高踏派などの、文学史的知
識
　を身につける。

10

11

12

・人間、社会、自然などに対する
　ものの見方、感じ方、考え方を
　豊かにする読書の意義と効用に
　ついて理解を深める。
・語り手の視点や場面の設定の仕
　方、表現の特色について評価す
　ることを通して、内容を解釈す
　る。

大正の小説 ●「こころ」
　（夏目漱石）

・「私」と「Ｋ」の、心情の推移を踏まえ、どのよ
う
　に行動に反映されたのかを確認する。
・反自然主義、余裕派・高踏派などの、文学史的知
識
　を身につける。
・比喩表現をはじめとした、作者の表現に着目す
る。

・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えてい

る。［Ａ⑴イ］

史伝 ◆「鴻門之会」
～剣舞～

・項羽が范増の指示に応じなかった理由を考える。
・樊噲の演説を聞いてそれに答えなかった項羽の心
情を考える。

古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまりについて理解

を深めている。［⑵イ］

句法 ◆句法
「仮定」「比
較」「選択」
「限定」「累
加」「抑揚」
「願望」「倒
置」

・漢文の訓読に慣れる。
・訓点や書き下し文を練習する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まりについて、体系的にまとめる。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4
5

8

9

後
期

11

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

この授業はSS-Science CampⅡ、理数探究、外部機関連携講座との関連を考慮しながら実施します。また、広い視野に立った
物事の理解と、英語でのコミュニケーション能力の伸長を目標としています。試験はありませんが、その分、課題(報告書作
成・提出を含む)やプレゼンテーションに取り組む姿勢が重視されます。多様な対象への関心を高め、意欲的かつ積極的に取
り組んでください。

７英語プレゼンテーショ
　ン研修
 (1)課題研究の要旨を英
　　語で作成する。
 (2)英語で作成した要旨
　　をもとにオーラルプ
　　レゼンテーションを
　　実施する。

・英語での発表要旨の作成およびプレゼンテー
ション、質疑応答を通して、英語でのコミュニ
ケーションに対する心理的障壁を軽減する。
・英語科教諭、サイエンスアシスタント、留学生
TAの指導も受け、的確なコミュニケーション能力
の育成を図る。
・発表要旨、プレゼンテーション、質疑の様子を
総合的に評価する。
・英語プレゼンテーション実習（自分の課題研究
の英語によるオーラルプレゼンテーションの発表
と見学）

・発表者として、発
表内容を的確に伝え
られること。
・聞き手として、発
表内容を的確に理解
し、質問を構成でき
ること。
・質疑応答がnatural
conversationの雰囲
気で、お互いに簡易
かつ流暢な英語で行
えるように努めるこ
と。

知識・技能 科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則について理解を深め、知識を身に付けている。

思考・判断・表現
科学的な事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

科学的な事物・現象に関心や探究心をもち、主体的に探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

５SS-Science CampⅡ
  事前指導（立山の成り
　立ち）
 (1)地質
 (2)氷河地形
 (3)植生
 (4)山麓地域の湧水
 (5)歴史

・立山の自然（地質・氷河地形・植生など）や歴
史について理解する。
・理科（生物・地学・化学）、地歴公民の教員が
中心となり講義を進める。

６SS-Science CampⅡ
　事後指導（立山周辺の
　テーマ別学習）
（1）学習テーマ設定
（2）斑編成
（3）学習
（4）発表

・SS-Science CampⅡの事後指導として、「立山周
辺」の科学的・地理的調べ学習を展開する。
・班別にテーマを細分化し、深く学習させる。
・発表を通して情報を共有化するとともに、個々
の生徒のプレゼンテーション能力を養う。

科学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育てる
とともに、科学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

１オリエンテーション
２課題研究講座
 (1)テーマ設定講座
 (2)スライド作成講座
 (3)研究倫理講座
 (4)ポスター作成講座

・適宜講座を開催する。
・この中で、科学的な見識を広め体系的に現象を
捉える能力を身につける。

・立山周辺のテーマ
別学習」を鑑みて、
学習内容の骨子を概
観し確立する。

・科学的視点で1つの
地域を調査させる。
この活動に際しては
理科（全ての科目）
職員のサポートが欠
かせない。
・必要に応じて地歴
公民科の職員にも相
談できる体制を整え
ておく。
・昼休みや放課後な
どの時間を活動に生
かすことができるよ
う、環境を整備して
おく。

・進路適性検査を有
効に活用する。

３野外実習基礎講座事前
　指導（生物）

・千葉県の植生、ゴヨウマツの生態について理解
する。

４野外実習基礎講座事前
　指導（地学）

・千葉県鴨川市・勝浦市の地質について理解す
る。

教科書 配付プリントによるテキスト 副教材等 ワークシート、各種資料等

令和７年度　スーパーサイエンス「Advanced Natural Science」シラバス

単位数 １単位 学科・学年・学級 普通科・２年次・Ａ組（SSHコース）



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

5

6

7

8

9

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

野外実習を通して、直接自然から自分の五感を駆使して情報（データ）を収集し、その情報を整理し、既知の事象や法則に当
てはめて解析・解釈することを目的とします。サイエンスの根幹である「類推力」を伸長すべく、意欲にもとづいて取り組ん
でください。事後にレポート作成がありますので、まとめまでしっかり行っておくとよいです。

知識・技能
科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則について理解を深め、知識を身に付けてい
る。

思考・判断・表現
科学的な事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

科学的な事物・現象に関心や探究心をもち、主体的に探究しようとするとともに、科学的態度を身に
付けている。

(1)レポート作成 ・自分が経験したことを、いかに分かり易く伝えら
れるかに重点を置いて、レポート作成を進めさせ
る。

(2)成果発表会 ・プレゼンテーションソフトを使用し、1学年320名
に向け、成果を発表する。

③SS-Science
CampⅡ実施（8月
16日～19日）

・フォッサマグナの観察
・氷河性堆積物の特徴
・池塘の植生
・氷河地形

・研修を通して調査・観察したことをもとに、自然
について理解を深めさせる。

※研修で調査・観察したことと、それに対する考察
を、丁寧にレポートにまとめさせる。

④事後指導

・気圧の変化に対する体の反応や、対処法について
学ぶ。またパルスオキシメーターで平地での血中酸
素濃度を測定する。

(5)山岳の安全指
導

・山岳での歩き方や装備の指導を行う。緊急時の対
応についても学ばせる。

科学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育てる
とともに、科学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

①ガイダンス 出席状況、学習に取
り組む意欲・態度、
レポート等提出物の
評価、発表の内容等
の評価を総合的に判
断し、学年末に評価
する。

②事前指導 ・安全を確保するための意識の持ち方と装備品につ
いて、詳細に説明する。

(1)立山周辺の植
生

・事前に立山周辺の自然（地質・植生・水等）につ
いての授業を行い、研修で学ぶ事項について理解さ
せる。

※ビデオによる学習や実験などの学習を通して、事
前に必要な知識を持たせる。

(2)立山周辺の地
質および気候

(3)水質等の調査
方法

(4)高山病等の保
健指導

教科書 配付プリントによるテキスト 副教材等 ワークシート、各種資料等

令和７年度　スーパーサイエンス 「SS-Science camp Ⅱ」シラバス

単位数 １単位 学科・学年・学級 普通科・２年次・Ａ組（SSHコース）



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

8

9

学
期

月

10

11

12

1

・レポート作成
記録の解析
図版の適正利用
的確な考察
・プレゼンテーションソ
フトの有効活用
・オーラルプレゼンテー
ションの技術

・研修で調査・観察したこと、それに対する考察
を、レポートにまとめる。
・科学技術研修の内容から生徒がテーマを見出し、
自分の体験したことを発表することで、プレゼン
テーションを行う能力を養う。
・科学技術研修の内容から生徒がテーマを見出し、
自分の体験したことを発表することで、プレゼン
テーションを行う能力を養う。

(4)海外科学技術研
修報告会

・多人数の前で論理的に話すことの難しさ、他の人
の発表を聴き、理解しようとすることの大切さを学
ばせる。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

３　現地研修・観察 ・氷河地形
・植生
・シリコンバレーでの企
業活動

・研修を通して調査・観察したことをもとに、宇宙
開発や国立公園の大自然について理解を深めさせ
る。
・調査・観察して気づいたこと、感じたことなどを
記録させる。

野外実習の取組み
（調査に取り組む姿
勢・質問・ミーティ
ングでの発表など）
およびワークシー
ト・レポート等の提
出で，学年末にまと
めて評価する。

４　事後学習
⑴現地研修のまとめ
⑵レポート作成
⑶報告会準備
①発表テーマ選定
②発表内容の検討

様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を
解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。
⑵多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関する課題を設定して探究し，課題を解決する力を養うとともに創造的な力を
高める。
⑶様々な事象や課題に主体的に向き合い，粘り強く考え行動し，課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとす
る態度，探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養う。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

１　ガイダンス ・野外実習の心得（安全
確保）

※総合的な学習の時間（COSⅡ）と連携した指導を
行う。

野外実習の取組み
（調査に取り組む姿
勢・質問・ミーティ
ングでの発表など）
およびワークシー
ト・レポート等の提
出で，学年末にまと
めて評価する。

２　事前学習
(1)国立公園の自然

氷河地形
・野生動物
ブラックベア
鳥類
アライグマ
リス類
・標高による植生の変化

・国立公園の自然(地質・植生など)について理解さ
せる。
※ビデオ等を活用し、学習事前に必要な知識を持た
せる。
・草食動物の生態を理解させ、食物連鎖の中でのブ
ラックベアやオオカミとの関わりや、米国の国立公
園の管理のしかたを学ばせる。
※ブラックベア等野生動物と地域住民の問題、日本
と米国の公園管理の違いなどに目を向けさせ、生態
系の保全について考えさせる。

教科書 配布プリントによるテキスト 副教材等 なし

令和７年度　　スーパーサイエンス「SS-Field Study」シラバス

単位数 １単位 学科・学年・学級 理数科・２年次・Ｈ組



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

＊学習の計画及び評価方法等に変更が生じる場合は，口頭もしくは文書で案内します。

野外実習を通して，直接自然から自分の五感を駆使して情報（データ）を収集し，その情報を整理し，既知の事象や法則に当ては
めて解析・解釈することを目的とします。サイエンスの根幹である「類推力」を伸長すべく，意欲にもとづいて取り組んでくださ
い。事後にレポート作成がありますので，まとめまでしっかり行っておくとよいです。

知識・技能
科学的な事物・現象に関する観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や
結果を的確に記録，整理し，自然の事物，現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

思考・判断・表現
科学的な事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導き出
した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

科学的な事物・現象に関心や探究心をもち，主体的に探究しようとするとともに，科学的態度を身に
付けている。

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。



１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

7

9

学
期

月

10

11

12

1

2

3

7 まとめ 次年度のカリキュラムへの接続
・ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽを通した，個々の生徒の志望進
路実現とのｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

後
期

5 SS-Field
Study報告会準備

・プレゼンテーションソ
フトを用いた発表準備

科学技術研修の成果を，プレゼンテーションソフト
を用いた発表に備え整理すると共に，班を構成し，
効果的なプレゼンテーションの準備を進める。

活動への取組み（姿
勢・質問・ミーティ
ングでの発表など）
およびワークシー
ト・レポート等の提
出で，学年末にまと
めて評価する。

6 SS-Field
Study報告会

・発表方法 発表要旨の作成及びプレゼンテーション・質疑応答
にも，班毎に挑戦させる。
→発表要旨，プレゼンテーション，質疑の様子を総
合的に評価する。

様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課
題を解決するために必要な資質・能力を育成することを目指す。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

前
期

1 オリエンテー
ション

活動への取組み（姿
勢・質問・ミーティ
ングでの発表など）
およびワークシー
ト・レポート等の提
出で，学年末にまと
めて評価する。

2 量子科学技術
研究開発機構講
座

・拝聴する上での注意
・質問のしかた

物理・生物・化学分野の学習内容が，医学の領域で
どの様に実践的に活用されているか確認させる。

3 アメリカの成
り立ち
　(1)地形と地質
　(2)氷河
　(3)植生
　(4)歴史

・SS-Field Studyに向け
て
・現地での研修準備

現地の自然（地形・地質・植生など）や歴史につい
て，学習資料を基に事前学習すると共に，研修のポ
イントを計画化し，効率的かつ効果的な準備を進め
させる。

4 高校生理科研
究発表会

・課題研究に向けてテー
マ等を考える
・ポスター発表のしかた

ポスターセッションにおけるポスター制作およびプ
レゼンテーションに重点を置く。

教科書 配布プリントによるテキスト 副教材等 なし

令和７年度　　スーパーサイエンス「Crossover ScienceⅡ」シラバス

単位数 １単位 学科・学年・学級 理数科・２年次・Ｈ組



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

＊学習の計画及び評価方法等に変更が生じる場合は，口頭もしくは文書で案内します。

野外実習を通して，直接自然から自分の五感を駆使して情報（データ）を収集し，その情報を整理し，既知の事象や法則に当
てはめて解析・解釈することを目的とします。サイエンスの根幹である「類推力」を伸長すべく，意欲にもとづいて取り組ん
でください。事後にレポート作成がありますので，まとめまでしっかり行っておくとよいです。

知識・技能
科学的な事物・現象に関する観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や
結果を的確に記録，整理し，自然の事物，現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

思考・判断・表現
科学的な事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導き出
した考えを的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

科学的な事物・現象に関心や探究心をもち，主体的に探究しようとするとともに，科学的態度を身に
付けている。

知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。


